
　２月３日㈰、「ふるまい向上 親子でチャ・ちゃ・茶」
が岡見公民館で開催されました。
　はじめに、指導者からお茶のたて方や振る舞い方な
どの一連の作法を教わり、お互いにお茶をたてあいま
した。参加した親子は、和の風情の中で、日本の文化
を感じ、和やかなひとときを過ごしていました。
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広報はまだ：平成25年３月号　　　 2

　

３
月
末
を
も
っ
て
、後
野
小
学
校（
浜
田
）・

佐
野
小
学
校
（
浜
田
）・
木
田
小
学
校
（
旭

町
）・
井
野
小
学
校
（
三
隅
町
）・
井
野
小
学

校
室
谷
分
校
（
三
隅
町
）
が
閉
校
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
は
、
明
治
時
代
に
開

校
し
て
以
来
、
１
３
０
年
以
上
の
永
き
に
わ

た
り
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
築
き
、
地
域

と
と
も
に
歩
み
、
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
が
、
そ
の
長
い
歴

史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。

閉
校
式
の
日
程

○
３
月
17
日
㈰

木
田
小
学
校

井
野
小
学
校
室
谷
分
校

○
３
月
20
日
㈷

佐
野
小
学
校

○
３
月
24
日
㈰

後
野
小
学
校

井
野
小
学
校

（井野小学校）

（井野小学校室谷分校）

（後野小学校）

大
好
き
な
小
学
校
に

　
　
た
く
さ
ん
の
あ
り
が
と
う
を



3　　　広報はまだ：平成25年３月号

昭和初期当時の校舎

昭和58年春まで使っていた旧校舎

明
治
６
年

　
　

22
年

　
　

23
年

　
　

35
年

　
　

37
年

大
正
２
年

　
　

12
年

昭
和
５
年

　
　

16
年

　
　

19
年

　
　

21
年

　
　

22
年

　
　

31
年

　
　

33
年

　
　

45
年

　
　

49
年

　
　

58
年

平
成
25
年

佐
野
小
学
校
が
開
校

伊
南
村
佐
野
簡
易
小
学
校
に
改
称

伊
南
村
佐
野
尋
常
小
学
校
に
改
称

校
舎
新
築

校
舎
焼
失

校
舎
新
築
移
転

今
福
村
尋
常
小
学
校
佐
野
分
教

場
と
な
る

今
福
村
佐
野
尋
常
小
学
校
と
な
る

今
福
村
佐
野
国
民
学
校
に
改
称

今
福
村
国
民
学
校
佐
野
分
教
場

と
な
る

今
福
村
佐
野
国
民
学
校
と
な
る

今
福
村
立
佐
野
小
学
校
に
改
称

金
城
村
立
佐
野
小
学
校
に
改
称

浜
田
市
立
佐
野
小
学
校
に
改
称

宇
津
井
分
校
を
統
合

開
校
百
周
年
記
念
式
典

新
校
舎（
現
在
の
校
舎
）新
築
移
転

閉
校
（
閉
校
時
児
童
数
14
人
）

明
治
５
年

　
　

８
年

　
　

22
年

　
　

23
年

　
　

43
年

大
正
13
年

昭
和
４
年

　
　

15
年

　
　

16
年

　
　

19
年

　
　

21
年

　
　

22
年

　
　

34
年

　
　

49
年

平
成
25
年

慈
雲
寺
小
学
校
と
し
て
開
校

後
野
小
学
校
が
開
校

伊
南
村
簡
易
小
学
校
に
改
称

伊
南
村
尋
常
小
学
校
に
改
称

校
舎
改
築

石
見
村
後
野
尋
常
小
学
校
に
改
称

講
堂
新
築

浜
田
市
後
野
尋
常
小
学
校
に
改
称

浜
田
市
後
野
国
民
学
校
と
改
称

浜
田
市
石
見
国
民
学
校
後
野
分

教
場
と
な
る

浜
田
市
後
野
国
民
学
校
と
な
る

浜
田
市
立
後
野
小
学
校
に
改
称

新
校
舎
（
現
在
の
校
舎
）
新
築

開
校
百
周
年
記
念
式
典

閉
校
（
閉
校
時
児
童
数
７
人
）

後
野
小
学
校

佐
野
小
学
校



広報はまだ：平成25年３月号　　　 4

旧校舎（大正時代に撮影したと思われる）

昭和39年当時の校舎（航空写真）

明
治
７
年

　
　

26
年

昭
和
11
年

　
　

16
年

　
　

18
年

　
　

22
年

　
　

29
年

　
　

33
年

　
　

49
年

　
　

59
年

平
成
17
年

　
　

25
年

木
田
小
学
校
が
開
校

木
田
村
尋
常
小
学
校
に
改
称

新
校
舎
（
現
在
の
校
舎
）
新
築

木
田
村
国
民
学
校
に
改
称

山
ノ
内
分
教
場
（
長
谷
村
）
か

ら
山
ノ
内
地
区
の
児
童
が
編
入

木
田
村
立
木
田
小
学
校
に
改
称

旭
村
立
木
田
小
学
校
に
改
称

旭
町
立
木
田
小
学
校
に
改
称

開
校
百
周
年
記
念
式
典

屋
内
運
動
場
新
築

浜
田
市
立
木
田
小
学
校
に
改
称

閉
校
（
閉
校
時
児
童
数
８
人
）

明
治
８
年

　
　

９
年

　
　

17
年

　
　

18
年

　
　

23
年

　
　

37
年

　
　

42
年

昭
和
16
年

　
　

22
年

　
　

30
年

　
　

33
年

　
　

41
年

　
　

49
年

　
　

50
年

平
成
17
年

　
　

25
年

殿
河
内
・
上
今
明
に
開
校

大
谷
に
開
校

井
野
村
・
室
谷
村
の
４
校
を
統

合
し
１
校
と
し
て
開
校

校
舎
新
築
移
転

井
野
村
尋
常
小
学
校
に
改
称

校
舎
新
築

下
今
明
分
教
場
を
統
合

井
野
村
国
民
学
校
に
改
称

井
野
村
立
井
野
小
学
校
に
改
称

三
隅
町
立
井
野
小
学
校
に
改
称

屋
内
運
動
場
新
築

校
舎（
現
在
の
校
舎
）全
面
改
築

小
原
分
校
を
統
合

芦
谷
小
学
校
を
統
合

開
校
百
周
年
記
念
式
典

浜
田
市
立
井
野
小
学
校
に
改
称

閉
校
（
閉
校
時
児
童
数
14
人
）

木
田
小
学
校

井
野
小
学
校



5　　　広報はまだ：平成25年３月号

明治43年当時の校舎

　

多
く
の
思
い
出
を
刻
み
、
そ
れ

ぞ
れ
の
小
学
校
は
閉
校
と
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ

ん
の
心
の
中
に
生
き
続
け
て
い
く

で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
４
月
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
新
し
い
小
学
校
に
通
学
し

ま
す
が
、
閉
校
と
な
っ
た
小
学
校

の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
新

た
な
場
所
で
も
歴
史
と
思
い
出
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

各
小
学
校
の
統
合
先

○
後
野
小
学
校　
石
見
小
学
校

○
佐
野
小
学
校　
三
階
小
学
校

○
木
田
小
学
校　
今
市
小
学
校

○
井
野
小
学
校　
三
隅
小
学
校

○
井
野
小
学
校
室
谷
分
校

　
　
　
　
　
　
　

三
隅
小
学
校

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課

（
☎
�
９
７
０
０
）

明
治
13
年

　
　

23
年

　
　

26
年

　
　

33
年

昭
和
16
年

　
　

22
年

　
　

29
年

　
　

30
年

　
　

37
年

　
　

47
年

　
　

48
年

平
成
17
年

　
　

25
年

室
谷
村
に
小
学
校
あ
り
の
記
録

が
残
る

井
野
村
尋
常
小
学
校
室
谷
教
授

所
と
な
る

井
野
村
尋
常
小
学
校
室
谷
分
教

場
に
改
称

校
舎
新
築
移
転

井
野
村
国
民
学
校
室
谷
分
教
場

に
改
称

井
野
村
立
井
野
小
学
校
室
谷
分

校
に
改
称

新
校
舎
（
現
在
の
校
舎
）
新
築

三
隅
町
立
井
野
小
学
校
室
谷
分

校
に
改
称

講
堂
兼
体
育
館
新
築

集
中
豪
雨
に
よ
り
校
舎
半
壊

校
舎
を
東
側
に
移
動
し
大
補
修

浜
田
市
立
井
野
小
学
校
室
谷
分

校
に
改
称

閉
校
（
閉
校
時
児
童
数
10
人
）

※　各小学校の略年表は、それぞれの記念誌作成資料を基に
抜粋して掲載しています。

（木田小学校）

（佐野小学校）

井
野
小
学
校
室
谷
分
校



広報はまだ：平成25年３月号　　　 6

その他　2.1％

その他　6.6％

繰入金　2.5％

地方債
14.6％

国県支出金
18.0％

地方交付税
32.5％

市税
19.9％

使
用
料
及
び
手
数
料 

1.5
％

地
方
譲
与
税 

1.0
％

依
存
財
源 

68.2
％

自
主
財
源 

31.8
％

分
担
金
及
び
負
担
金 

1.3
％

※１

※２

支　出 市の性質別区分 金　額
食費 人件費 ５万円
光熱水費・日用雑貨代 物件費 ３万５千円
医療費・保育料など 扶助費 ４万９千円
ローンの返済金 公債費 ４万８千円
子どもへの仕送り 繰出金 ２万８千円
家の増築費・新車購入 普通建設費・災害復旧費 ５万２千円
町内会費・ご祝儀など 補助費など ２万４千円
定期預金 積立金 １万６千円
家や車の修理代・友
人ヘ貸したお金

維持補修費・貸付金・
投資及び出資金 １万円

支　出　合　計 31万２千円

収　入 市の性質別区分 金　額
給料 市税 ６万３千円
家賃収入 使用料及び手数料など ２万９千円
預金の取崩し 繰入金 ８千円
親からの援助 地方交付税・地方譲与税など 11万２千円
兄弟からの援助 国県支出金 ５万７千円
借金 地方債 ４万６千円

収　入　合　計 31万５千円

浜田市の財政指数
指　数　名 内　　容 平成23年度

算定結果
財政健全化法

早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字
比 率

１年間の標準的な収入と比較した、一
般会計の赤字額の割合です。 ― 12.47% 20%

連 結 実 質
赤 字 比 率

１年間の標準的な収入と比較した、特
別会計や公営企業会計を含む全ての会
計を合算した赤字額の割合です。

― 17.47% 30%

実 質 公 債 費
比 率
（３か年平均）

１年間の標準的な収入と比較した、一
般会計が負担する借金などの返済額の
割合です。

15.80% 25.00% 35%

将 来 負 担
比 率

１年間の標準的な収入と比較した、将
来一般会計が返済する借金などの負担
割合です。

129.30% 350.00% ―

決算額は374億8,057万円（対前年度比3.8％減）、翌年度へ繰り越す財源5,891万円を除いた実質
景気低迷、税収入の落ち込みに加え、政権交代による更なる国の政策見直しが見込まれるなど、
続可能な財政体質の確立に努める必要があります。

※１　自主財源：浜田市が自らの権限で調達できる収入のことです。
※２　依存財源：国や県により交付されたり、割り当てられたりする収入や、政府・銀行などから

借り入れた収入のことです。

区　　　分 具体的な内容決　算　額

自
主
財
源

市　　税 皆さんが納めた税金です。市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・
入湯税などがあります。75億3,210万円

分担金及び負担金 特定のサービスを受ける人に負担してもらったお金です。
保育料・福祉施設入所負担金などがあります。４億9,714万円

使用料及び手数料 市の施設の使用料や、住民票などの発行手数料などです。５億5,580万円
繰　入　金 基金（市の預金）を取り崩したり、特別会計（次ページ下段参照）か

ら移し入れたりするお金です。９億3,912万円
そ　の　他 預金利子や市の貸付けの返済金・事業受託収入などがあります。24億9,422万円

依
存
財
源

地方譲与税 国が徴収した揮発油税や自動車重量税などのうち、一定基準が市に配
分されます。３億8,931万円

地方交付税 市税収入の少ない市でも、市民に一定水準のサービスが行えるよう、
国から交付されるお金です。所得税や法人税・消費税・酒税などを配
分しています。123億2,371万円

国県支出金 市が行う事業に対し、国や県が補助したり負担したりするお金です。68億3,093万円
地　方　債 多額の経費がかかる事業（道路や学校建設など）を行うために、国や

銀行から借りたお金です。55億997万円
そ　の　他 地方消費税交付金・交通安全対策特別交付金・地方特例交付金・自動

車取得税交付金・配当割交付金などがあります。７億9,187万円

歳入総額　　378億6,417万円

　毎月約３千円の黒字となり、１年で約３万８千円となりま
した。そのうち、約６千円を翌年度に持っていき、残った約
３万２千円を『財政調整基金』銀行などに預金しました。

状況をお知らせします

【歳入】

浜田さん家の家計簿を見てみましょう！！



7　　　広報はまだ：平成25年３月号

総務費
14.3％

公債費
15.3％

教育費
12.5％

土木費
10.8％

衛生費
11.3％

商工費　3.6％

消防費　3.1％

農林水産業費
4.9％

民生費
22.8％

その他
1.4％

区　　　分
具体的な内容

決　算　額
総　務　費

庁舎の管理・徴税・地域振興などに使いました。
53億5,312万円

民　生　費
高齢者や障がいのある人・生活保護・子育て支援などに使いました。

85億3,394万円
衛　生　費

ごみ処理や火葬場の維持・病気の予防・環境保全などに使いました。
42億4,938万円

農林水産業費
農業や林業・漁業の振興などに使いました。

18億4,156万円
商　工　費

商業や工業・観光の振興・企業誘致などに使いました。
13億4,635万円

土　木　費
道路や河川・公園・住宅の整備などに使いました。

40億5,874万円
消　防　費

消火活動・救急救命などに使いました。
11億7,104万円

教　育　費 小中学校・幼稚園・公民館の運営・文化財保護・生涯学習などに使い
ました。47億287万円

公　債　費
借金の返済に使いました。

57億4,092万円
そ　の　他

議会の運営・勤労青少年ホームの運営などに使いました。
４億8,265万円

　平成23年度の一般会計決算状況は、歳入決算額が378億6,417万円（対前年度比4.1％減）、歳出
収支で３億2,469万円の剰余金が生じました。市の各種財政指標は改善しているものの、長引く
先行きが不透明であるため、引き続き「中期財政計画」に沿って行財政改革を確実に実行し、持

■特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　　計　　名 歳　入 歳　出

国民健康保険 事業勘定 6,919,105 6,815,202
直診勘定 288,003 288,003

駐 車 場 事 業 69,507 65,493
住宅新築資金等貸付事業 1,234 349
公 設 水 産 物 仲 買 売 場 17,346 15,149
国 民 宿 舎 事 業 74,620 74,620
公 共 下 水 道 事 業 633,231 633,121
農 業 集 落 排 水 事 業 415,263 415,088
漁 業 集 落 排 水 事 業 62,881 62,875
生 活 排 水 処 理 事 業 76,726 76,694
簡 易 水 道 事 業 1,161,152 1,160,717
後 期 高 齢 者 医 療 679,042 678,912

■公営企業会計　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　　計　　名 歳　入 歳　出

水 道 事 業 収益的収支 948,805 887,965
資本的収支 143,829 551,372

工業用水道事業 収益的収支 99,696 87,481
資本的収支 10,226 45,477

【内訳】
　○翌年度繰越金　　　　5,891万円…平成24年度に延長して行う事業に充てられます。
　○剰余金　　　　　３億2,469万円…「財政調整基金」などに積立を行います。

長浜小学校改築事業
（事業費９億1,245万円）

旭温泉再整備事業
（事業費１億1,948万円）

歳出総額　　374億8,057万円

　浜田市の会計には、一般会計のほか、特定の
収入で支出を賄う特別会計が11あります。ま
た、地方公営企業法の適用を受け、独立採算制
を原則とした水道事業・工業用水道事業の公
営企業会計があります。

平成23年度浜田市決算

【歳出】

平成23年度に実施した事業

歳入歳出差引額　３億8,360万円
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火
災
概
況

　

浜
田
市
で
は
、
昨
年
31
件
の
火

災
が
発
生
し
、
こ
れ
ら
の
火
災
で

２
人
が
亡
く
な
ら
れ
、
１
人
が
負

傷
、
４
５
８
万
１
千
円
の
損
害
が

あ
り
ま
し
た
。
火
災
件
数
は
、
過

去
10
年
の
平
均
48
件
か
ら
大
幅
に

減
少
し
ま
し
た
。

　

市
に
お
け
る
出
火
原
因
は
「
た

き
火
」が
15
件
で
全
体
の
48
・
４
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

は
、「
放
火
及
び
放
火
の
疑
い
」
が

３
件
、「
た
ば
こ
」・「
こ
ん
ろ
」・「
風

呂
か
ま
ど
」
が
各
２
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

火
災
に
な
る
原
因
の
ほ
と
ん
ど

は
、
火
を
取
り
扱
う
人
の
不
注
意

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

た
き
火
を
行
う
と
き
は
、
風
の

強
い
日
は
避
け
、
周
囲
の
燃
え
や

す
い
物
を
取
り
除
い
て
行
い
ま
し

ょ
う
。
そ
の
際
は
、
そ
の
場
を
離

れ
ず
、
終
わ
っ
た
ら
必
ず
水
を
掛

け
て
、確
実
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

　

倉
庫
や
物
置
な
ど
、
夜
間
無
人

に
な
る
建
物
に
は
施
錠
を
確
実
に

行
い
、
建
物
の
周
囲
に
は
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
、

放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
の
火
種
は
小
さ
く
、
炎

を
上
げ
て
燃
え
出
す
ま
で
時
間
が

か
か
る
た
め
、
就
寝
後
や
外
出
後

に
火
災
と
な
っ
て
被
害
が
大
き
く

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
吸
殻
の

後
始
末
を
十
分
に
す
る
習
慣
を
付

け
、
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
火
を
使
う

物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
頃

か
ら
防
火
に
心
掛
け
、
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
出
場
件
数

　

前
年
と
比
較
す
る
と
、
救
急
出

場
件
数
で
54
件
、
搬
送
人
員
で
25

人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
平
均

す
る
と
、
１
日
に
７
・
７
件
の
出

場
で
、
７
・
３
人
が
救
急
隊
に
搬

送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

事
故
種
別
ご
と
に
み
る
と
、
急

病
が
１
、７
８
６
件
と
最
も
多
く
、

救
急
出
場
件
数
の
半
数
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。
次
い
で
一
般
負
傷

が
４
５
４
件
、
転
院
搬
送
が
２
７

２
件
、
交
通
事
故
が
２
０
３
件
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
の
お
願
い

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、
救
急
車
は
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
救
急
出
場
件
数
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
救
急
車
で
搬
送

さ
れ
た
人
の
約
半
数
は
入
院
を
必

要
と
し
な
い
人
で
占
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
搬
送
先
の
病
院
救

急
外
来
が
混
み
合
い
、
命
に
か
か

わ
る
重
い
病
気
や
ケ
ガ
の
人
へ
の

対
応
が
遅
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

救
急
車
や
医
療
機
関
は
限
り
あ

る
資
源
で
す
。
症
状
が
軽
く
て
も

「
交
通
手
段
が
な
い
」・「
ど
こ
の

病
院
に
行
け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
理
由
で
救
急
車
を

呼
ぶ
例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
救

急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
判
断
に
迷
っ

た
場
合
な
ど
は
、
か
か
り
つ
け
医

（
町
の
開
業
医
）
に
相
談
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

救急出場
件数（件）

搬送人員
（人）

浜田 1,889 1,792
金城 280 266
旭 173 171

弥栄 114 108
三隅 368 351
合計 2,824 2,688

　

３
月
１
日
㈮
か
ら
７
日
㈭
ま
で

の
７
日
間
、
全
国
一
斉
に
春
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

防
火
標
語

消
す
ま
で
は　
出
な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い

運
動
の
重
点
目
標

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

徹
底
し
、
適
切
な
維
持
管
理
を
推

進
す
る
。

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止

対
策
の
推
進

　

放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
、町
内
会
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
放
火
防
止
対
策
を
推
進
す
る
。

特
定
防
火
対
象
物
な
ど
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

　

ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど
の
防
火
安

全
対
策
を
徹
底
す
る
。

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た

取
組
の
推
進

　

製
品
の
適
切
な
使
用
と
維
持
管

理
及
び
製
品
火
災
に
関
す
る
注
意

情
報
を
周
知
徹
底
す
る
。

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
・
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

平
成
24
年
中
の
火
災
と
救
急
の
概
要

平
成
24
年
中
の
火
災
状
況
と

救
急
車
の
出
場
件
数

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

春季全国火災予防運動
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100,0000 400,000 500,000300,000200,000
（単位：円）

一般行政職　332,327円

技能労務職　330,593円

平均年齢　43.8歳

平均年齢　48.3歳

100,000

高校卒
初任給

大学卒
初任給

0 400,000300,000200,000
（単位：円）

140,100円

161,600円
172,200円

140,100円
浜田市
国

　市職員の給与などの状況は、市議会の審議をとお
して明らかにされていますが、市民の皆さんに給与
などを知ってもらうために、そのあらましを公表し
ます。
　なお、詳細は、３月中に市ホームページに掲載し
ますので、併せてご覧ください。

問い合わせ先　本庁人事課給与係（☎�９１３１）

退
職
手
当

区　分 浜田市 国
自己都合 勧奨･定年 自己都合 勧奨･定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分

同じ勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

加算措置 定年前早期退職・早期勧奨特
例措置（２％～30％加算）

定年前早期退職特例措置
（２％～20％加算）

期
末
・
勤
勉
手
当

区　分 浜田市 国
期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.20月分 0.675月分 1.25月分 0.675月分
12月期 1.35月分 0.675月分 1.35月分 0.675月分
計 2.55月分 1.350月分 2.60月分 1.350月分

加算措置 有（職制上の段階･職務の級等
による加算措置５～15％） 同じ

扶
養
手
当

浜田市の内容(月額) 国
配偶者 13,000円 

同じ
配偶者のない職員の場合の扶養親族のうち１人 11,000円 

そのほかの扶養親族 6,500円 
満16歳年度初めから満22歳年度末
までの間にある子１人につき加算 5,000円 

住
居
手
当

浜田市の内容(月額) 国
借家・借間
居住者

月額12,000円を超す家賃を支払っている
人に対して月額27,000円を限度に支給 同じ

通
勤
手
当

浜田市の内容(月額) 国
交通機関
利 用 者

最高支給
限 度 額 55,000円 55,000円

自 動 車
使 用 者

２㎞～
54㎞以上 2,200円～29,500円 ２㎞～60㎞以上

の区分で2,000円
～24,500円の範
囲内で支給

自動二輪
車使用者

２㎞～
50㎞以上 1,700円～25,500円

（原動機付自転車及び自転車使用者は自動二輪使用者と同様です。）

区　分 給料･報酬月額 期末手当
市 長 810,000円 (支給割合)
副 市 長 670,000円 ６月期 1.40月
自治区長 540,000円 12月期 1.50月
議 長 430,000円 計 2.90月
副 議 長 360,000円 期末手当については、左記全区

分に対して15％の加算措置あり議 員 330,000円

（１）健康診断受診者数（平成23年度）

健康診断の種類 受診者数
（延べ人数） 健康診断の種類 受診者数

（延べ人数）
人 間 ド ッ ク 256 特殊

健診

指曲がり症健診 1 
定 期 健 康 診 断 480 頸肩腕健診 0 
採用時等健康診断 5 ＶＤＴ作業健診 8 
臨時嘱託職員健康診断 208 Ｂ型肝炎予防接種及び血液検査 142

（３）職員互助会事業について（平成23年度）
会の名称 浜田市職員互助会
互助会に対する補助金などの額 6,992,488円
公費負担率（事務費などを除く） 32.8％
職員１人あたりの公費の補助金額
（事務費などを除く） 5,822円

公費充当事業

サークル助成事業
スポーツ交流事業
健康増進事業
文化講演助成事業
職員研修助成事業

管
理
職
手
当

浜田市の内容（月額） 国

部長級 66,400円
（経済政策統括監77,400円）俸給の特別調整（46,300

円～139,300円）次長級 54,000円

課長級 41,600円
（医師51,400円）

歳出額
373億

2,079万円

給料
25億9,718万5千円

職員手当
3億3,889万円

期末･勤勉手当
9億1,786万
　　　5千円

※　職員手当は退
職手当を含みま
せん。
（平成24年４月
１日一般会計予
算人員：653人）

人件費(16.1％ )
60億2,066万1千円

人件費以外
313億12万9千円

給与費合計
38億5,394万円

1人あたり
 590万2千円

※　人件費は特別職の給与･報酬を含みます。
（平成24年3月31日住民基本台帳人口：58,411人）

（２）公務災害の認定状況（平成23年度）
区　　分 認定件数

公 務 災 害 3
通 勤 災 害 0

７　職員の福祉及び利益の保護の状況

１　人件費の状況（平成23年度普通会計決算）

２　職員給与費の状況（平成24年度一般会計当初予算）

３　一般行政職の初任給の状況（平成24年４月１日現在）

４　平均給料の状況（平成24年４月１日現在）

５　職員手当の状況（平成24年４月１日現在） ６　特別職の報酬などの状況（平成24年４月１日現在）

平成24年度 市職員の給与などの状況
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

　光陰矢の如し、国際交流員の任期があとわずか
となりました。この１年間は、本当にビックリす
るくらい早く時間が過ぎました。別れは辛いです
が、いよいよ、さよならをしなければならないと
きが来ました。
　去年の４月、不安と期待が入り混じった複雑な
心境で浜田市に赴任してきたことを、まるで昨日
のことのように覚えています。初めて浜田市に足
を踏みいれてすぐに、なんと懐かしいのだろうと
いう感覚を覚え、なんていい場所だろうと感じま
した。まるで桃源郷に来たような感覚に包まれま
した。きれいな海と山に囲まれた美しい浜田市は、
本当に都市のけん騒から隔絶された楽園であると
思います。
　浜田での１年間は、今までの人生で一番中身の
濃い１年間でもあります。国際交流員として、様々
なイベントやサロンに参加したり、市内の幼稚
園・保育園・そして小学校などを訪れたり、講座
に行ったりして、園児から高齢者まで、多くの人
と交流することができました。たくさんの人たち
のおかげでとても充実した生活を送ることができ
ました。
　仕事と生活の面では、たくさんの援助をしてく

れた上司と同僚たち、自分の子どものようにかわ
いがってくれた日本のお父さんとお母さん、家族
の集まりにまで誘ってくれた親友の皆さん、いつ
もお土産を届けてくれた隣近所の皆さん、大変お
世話になりました。そして、本当にありがとうご
ざいました。皆さんのことは、絶対に忘れません。
　日本では、「会うは別れの始め」ということわ
ざがあります。その言葉は、なんと悲しいものだ
ろうと思いますが、別れの際に、皆さんに言いた
いのは「今日の別れは、明日の再会のため」皆さ
んと必ずどこかで会えることを信じています。そ
の日がいつになるか分からないですが、その日ま
で、ずっと楽しみにして待っています。出会いと
別れ、「縁と浮世は末を待て」というように焦ら
ずご縁（巡り合わせ）に任せ…

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
新

築
か
ら
、
は
や
３
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。　
　

　

医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
が
ん

診
療
連
携
拠
点
病
院
、
臨
床
研
修

指
定
病
院
、
地
域
医
療
支
援
病
院

に
指
定
さ
れ
、
県
西
部
地
区
で
は

唯
一
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
備

え
た
急
性
期
総
合
病
院
と
し
て
、

診
療
範
囲
は
が
ん
、循
環
器
疾
患
、

呼
吸
器
疾
患
な
ど
27
診
療
科
に
及

び
ま
す
。
こ
の
１
月
に
は
災
害
拠

点
病
院
に
指
定
さ
れ
、来
年
度
は
、

患
者
搬
送
の
た
め
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

が
建
設
さ
れ
、
更
な
る
救
急
医
療

の
充
実
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

広
大
な
面
積
を
有
す
る
新
浜
田

市
に
と
っ
て
、
安
定
し
た
地
域
医

療
体
制
は
、
救
命
救
急
や
高
度
医

療
を
担
う
中
核
病
院
は
も
と
よ

り
、
地
域
に
根
差
し
た
き
め
細
か

い
治
療
を
行
う
地
元
医
療
機
関
や

薬
局
な
ど
医
療
機
関
相
互
の
連
携

と
、
医
療
を
受
け
る
者
と
提
供
す

る
者
相
互
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ

て
、
は
じ
め
て
実
現
で
き
る
も
の

で
す
。
だ
れ
も
が
心
身
と
も
に
健

康
で
、
良
質
な
医
療
が
安
定
的
に

確
保
さ
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
昨
年
「
健
康
づ
く
り
と

地
域
医
療
を
守
り
育
て
る
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
健
康
管
理
に
努
め
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
か
か
り
つ
け
医

を
持
ち
、
病
気
の
治
療
に
当
た
っ

て
は
、
医
師
の
指
導
を
尊
重
し
、

自
ら
も
健
康
の
維
持
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
金
城
、
旭
、
弥
栄
、
大
麻

の
４
つ
の
国
民
健
康
保
険
診
療
所

で
は
、
中
山
間
地
域
の
医
療
体
制

の
充
実
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

４
名
の
医
師
に
は
、「
地
域
住
民
に

寄
り
添
う
医
療
」
を
心
掛
け
、
在

宅
医
療
へ
の
支
援
や
地
域
の
健
康

づ
く
り
に
携
わ
る
傍
ら
、
医
療
従

事
者
の
人
材
育
成
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
は
、
浜
田
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報
発
信
し
、

全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
で
も
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
医
療
に

熱
意
を
持
っ
た
県
外
の
医
師
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
交
流
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
来

年
度
か
ら
は
、
一
昨
年
に
続
き
、

１
名
の
医
師
が
Ｉ
タ
ー
ン
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
診
療
所
医
師
は
５

名
と
な
り
ま
す
。
医
師
不
足
の
状

況
は
全
国
的
に
続
い
て
い
て
、
当

市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
お
医
者

さ
ん
が
、
い
つ
も
身
近
に
い
て
く

だ
さ
る
」
時
代
か
ら
「
お
医
者
さ

ん
に
来
て
も
ら
え
る
地
域
づ
く

り
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

浜田医療センター院長　石黒眞吾先生による
タウンミーティング（美川公民館）

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男

浜田市国際交流員　劉
りゅう

　悦
え つ

出会いと別れ、ご縁に任せ
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できることからはじめましょう
○使わない電気製品で工夫しましょう
　電気製品には、時計や液晶表示装置などが内蔵
され、コンセントにプラグが差し込んであるだけ
で電力を消費してしまう（待機電力）ものがたく
さんあります。使わない電気製品は、こまめに電
源プラグをコンセントから抜くようにしましょう。
○省エネコンセントで工夫しましょう
　電気器具のプラグを１か所にまとめて、ON・OFF
が簡単にできるスイッチ付きタップを使うと便利
です。
○トイレ（温水洗浄便座）で工夫しましょう
　便座や洗浄水の温度を、今までよりも１ランク
下げたり、季節に合わせて調節したりするように
しましょう。また、使っていないときはフタを閉

めましょう。水を流すとき、大と小では水量に差
があります。大便のときは大、小便のときは小と
使い分けましょう。
○お風呂で工夫しましょう。
　追い焚きをするとエネルギーが消費されます。
家族で「あがったよ」の声を掛け合い、お風呂が
温かいうちに続けて入るようにしましょう。

　効果は少しずつですが必ずあらわれます。でき
ることから続けていきましょう。

出典（参考）　公益財団法人しまね自然と環境財
団「エコライフ10へのご招待」

（本庁くらしと環境課）

　久佐西組神楽社中（金城町）では、宝くじの
普及広報を目的として、その受託事業収入を財
源に実施している㈶自治総合センターの平成24
年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）
を活用し、神楽演目「日

や ま と た け る

本武尊」の衣装を購入
しました。
　今後、この衣装を活用し、地域の伝統芸能で
ある石見神楽の保存と伝承に努め、神楽を通し
て地域のコミュニティ活動の活性化に向けた取
組を進めていきます。

　美又湯気の里づくり委員会（金城町）では、
全国モーターボート競走施行者協議会からの拠
出金を活用して、豊かな自然を守り、地域ぐる
みで動植物を育む環境保全活動に取り組み、ふ
るさとを見つめ直す活動を実施するとともに、
美又川の生き物マップを作成しました。
　この活動により、地域住民だけでなく、広く
都市住民にも川に親しみを持ってもらいなが
ら、環境保全の大切さを伝える活動に取り組ん
でいきます。

（金城支所自治振興課）

平成24年度宝くじ
　　コミュニティ助成事業

全国モーターボート競走
　　　　　施行者協議会助成事業

エコライフへのご招待　～電気と水を節約しよう～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

振
り
込
め
類
似
詐
欺
と
は
…

　

未
公
開
株
・
社
債
な
ど
の
金
融

商
取
引
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
法
情

報
な
ど
、
架
空
の
儲
け
話
を
装
っ

た
新
た
な
手
口
の
詐
欺
で
す
。

被
害
状
況
（
昨
年
中
）

県
内　
29
件

被
害
額
約
２
億
６
千
万
円

浜
田
市
内　
２
件

被
害
額
約
３
千
８
百
万
円

主
な
手
口
と
共
通
点

社
債　
「
高
い
配
当
金
が
あ
る
」

と
ウ
ソ
を
言
い
、実
態
が
な
く
、

配
当
も
行
え
な
い
会
社
の
債
権

を
売
り
付
け
ま
す
。

外
国
通
貨　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な

ど
外
国
の
通
貨
の
価
値
が
「
値

上
が
り
す
る
」と
ウ
ソ
を
言
い
、

通
貨
を
売
り
付
け
ま
す
。

未
公
開
株　
「
上
場
し
て
株
価
が

上
が
る
」
と
ウ
ソ
を
言
い
、
実

態
の
な
い
会
社
の
株
を
売
り
付

け
ま
す
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
情
報　
パ
チ
ン

コ
・
パ
チ
ス
ロ
な
ど
の
ギ
ャ
ン

ブ
ル
必
勝
情
報
の
提
供
代
金
と

し
て
振
り
込
み
を
行
わ
せ
る
も

の
で
す
。

共
通
点

・
知
ら
な
い
会
社
か
ら
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
が
送
ら
れ
て
く
る
。

・
知
ら
な
い
会
社
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
。

被
害
防
止
の
た
め
の
注
意
点

・
簡
単
に
儲
か
る
う
ま
い
話
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
知
ら
な
い
会
社
か
ら
封
筒
が
送

ら
れ
て
き
た
ら
、
詐
欺
だ
と

思
っ
て
く
だ
さ
い
。

万
一
被
害
に
あ
っ
た
場
合
又
は
不

審
な
電
話
な
ど
が
あ
っ
た
場
合

　

浜
田
警
察
署
又
は
最
寄
り
の
交

番
・
駐
在
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
警
察
署

（
☎
�
０
１
１
０
）

総
合
窓
口
課
か
ら

　

引
っ
越
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
な
ど
、

公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
持
っ
て
い
な
い
人
は
、

健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
な
ど
２

点
で
の
確
認
に
な
り
ま
す
。

※　

届
出
は
、本
庁
及
び
各
支
所
・

連
絡
係
で
で
き
ま
す
。

※　

３
月
・
４
月
は
、
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
。
本
庁
で
は
、

延
長
窓
口
・
特
別
開
設
日
曜
窓

口
を
行
い
ま
す
の
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

上
下
水
道
部
か
ら

　

毎
年
、
年
度
末
は
混
雑
し
ま
す

の
で
、
転
入
・
転
出
・
転
居
が
決

ま
っ
た
ら
早
め
に
水
道
の
使
用
開

始
・
中
止
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。
手
続
は
、
本
庁
・
各
支
所
の

窓
口
又
は
電
話
で
で
き
ま
す
。

受
付
時
間

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

市
上
下
水
道
部
管
理
課

（
☎
�
９
９
０
３
）

受
付
時
間
外
・
夜
間
・
土
日
・
祝

日
の
場
合

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

（
☎
�
３
７
２
２
）

届出の種類 届出の時期
転入届
（市外から浜田市内に引っ越した
とき）

引っ越した日から
14日以内 

転出届
（浜田市外へ引っ越すとき）

引っ越し先が決ま
ったら速やかに 

転居届
（浜田市の中で引っ越したとき）

引っ越した日から
14日以内 

※　転入届には転出証明書が必要です。前住所地
の市区町村役場で転出届を済ませてください。

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か

け
て
、
転
出
・
転
入
な
ど
の
手
続

が
増
加
し
、
窓
口
が
大
変
混
み
合

う
た
め
、
平
日
の
窓
口
業
務
の
延

長
と
３
月
31
日
㈰
・
４
月
７
日
㈰

の
午
前
中
に
窓
口
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
申
請
・
交
付
手
続
も
で
き
ま
す

の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
（
た
だ

し
、
電
子
証
明
書
の
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
）。

平
日
延
長
窓
口
（
月
～
金
）

日
時　
３
月
25
日
㈪
～
４
月
５
日

㈮　

午
後
７
時
ま
で

利
用
で
き
る
手
続

総
合
窓
口
課　
住
民
異
動
届
（
転

入
・
転
出
・
転
居
・
世
帯
変
更

な
ど
）、
戸
籍
届
出
（
出
生
・

死
亡
・
婚
姻
な
ど
）、印
鑑
登
録
、

各
種
証
明
書
の
交
付（
住
民
票
・

戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明
書
・

所
得
課
税
証
明
書
）、パ
ス
ポ
ー

ト
の
申
請
・
交
付
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付

医
療
保
険
課　
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
・
福
祉
医
療
・

乳
幼
児
医
療
・
国
民
年
金
の
各

種
申
請
・
届
出

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

注
意
し
て
く
だ
さ
い

振
り
込
め
類
似
詐
欺
被
害

急
増
中

生
活
・
環
境

転
入
・
転
出
・
転
居
す
る

皆
さ
ん
へ　
各
種
の
届
出

を
お
忘
れ
な
く

窓
口
業
務
の
時
間
を
延
長

し
ま
す
（
本
庁
の
み
）
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

高
齢
障
が
い
課　
障
害
者
手
帳
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
各
種
申

請
・
届
出

子
育
て
支
援
課　

保
育
所
入
退

所
・
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手

当
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
退

会
の
各
種
申
請
・
届
出

上
下
水
道
部
管
理
課　
水
道
の
利

用
に
関
す
る
諸
手
続

特
別
開
設
日
曜
窓
口

日
時　
３
月
31
日
㈰
・
４
月
７
日

㈰　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

利
用
で
き
る
手
続　
前
記
（
平
日

延
長
窓
口
）の
総
合
窓
口
課（
パ

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
を
除

く
。）・
医
療
保
険
課
・
上
下
水

道
部
管
理
課
の
担
当
業
務
の
み

注
意
事
項

・
本
庁
の
み
の
実
施
で
各
支
所
・

連
絡
係
で
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

・
土
曜
日
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

・
届
出
の
内
容
に
よ
り
、
前
住
所

地
・
本
籍
地
や
ほ
か
の
行
政
機

関
へ
の
確
認
が
必
要
な
場
合
は
、

預
か
り
の
み
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
住
民
票
の
広
域
交
付
な
ど
、
ほ

か
の
行
政
機
関
を
通
じ
た
手
続

が
必
要
な
業
務
は
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

・
窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。運
転
免
許
証
な
ど
、

公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真

付
き
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
持
っ
て
い
な
い

人
は
、
健
康
保
険
証
・
年
金
手

帳
な
ど
２
点
で
の
確
認
に
な
り

ま
す
。

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
即
日

交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
運
転

免
許
証
に
加
え
、
健
康
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
手
続
に
は
、印
鑑
・
各
種
手
帳
・

健
康
保
険
証
・
証
明
書
な
ど
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
０
）

本
庁
高
齢
障
が
い
課

（
☎
�
９
３
２
２
）

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
０
）

市
上
下
水
道
部
管
理
課

（
☎
�
９
９
０
３
）

　

市
役
所
庁
舎
の
防
虫
駆
除
作
業

を
実
施
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

証
明
書
自
動
交
付
機
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

停
止
日　
３
月
９
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

３
月
末
は
、
多
量
の
引
っ
越
し

ご
み
な
ど
が
出
る
た
め
、
ご
み
処

理
場
を
特
別
開
場
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

処理場名 搬入できるごみ 特別開場日時
エコクリーンセンター
江津市波子町
(☎０８５５�５０８１)

燃やせるごみ
燃やせる粗大ごみ

３月23日㈯・30日㈯
午前９時～
　　　午後４時30分

浜田市不燃ごみ処理場
生湯町（☎�３１４７）

燃やせないごみ
燃やせない粗大ごみ
古紙

石央リサイクルセンター
生湯町（☎�１８０８）

ペット・プラ
かん
びん

※　ごみ収集はありません。一般家庭の直接搬入のみを対象としま
す。事業所のごみは直接搬入できません。

募
集
期
間

３
月
21
日
㈭
～
４
月
３
日
㈬

市
営
住
宅

抽
選
日　
４
月
下
旬

入
居
時
期　
５
月
中
旬

県
営
住
宅

募
集
団
地

二
反
田
団
地
・
日
脚
団
地

抽
選
日　
４
月
下
旬

入
居
時
期　
５
月
中
旬

※　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け

付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w
w
.shim

ane-jkk.jp/
chintai/ham

ada.htm
l

金
城
（
若
者
定
住
向
け
公
社
賃
貸

住
宅
）

受
付
期
間

３
月
５
日
㈫
～
22
日
㈮

募
集
住
宅　
今
福
団
地

間
取
り　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

所
在
地　
金
城
町
今
福

建
設
年
度

平
成
10
年
度
・
平
成
13
年
度

戸
数　
２
戸

家
賃　
３
０
、
０
０
０
円

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

入
居
時
期　
４
月
１
日

※　

書
類
審
査
後
、
募
集
住
宅
数

に
対
し
入
居
申
込
数
が
上
回
る

場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で

の
間
に
入
居
の
申
込
み
を
随
時

受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

入
居
要
件
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
金
城
支
所
建
設
課

（
☎
�
１
２
３
６
）

証
明
書
自
動
交
付
機
を

一
時
停
止
し
ま
す

ご
み
処
理
場
を

特
別
開
場
し
ま
す

住
宅

公
営
住
宅
の
募
集
期
間
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

至 益田 三階小学校

至 江津

至 運転免許
　 センター

いわみーる
世界こども
美術館

総合福祉
センター

県立大学 植樹枡開放区間

国道９号バイパス

　

公
設
水
産
物
仲
買
売
場
の
使
用

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

施
設
場
所　
原
井
町
（
浜
田
漁
港

４
号
市
場
向
か
い
）

施
設
概
要　
昭
和
55
年
建
築
・
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

※　

２
階
は
、
水
産
物
・
水
産
加

工
品
の
取
扱
事
業
者
以
外
で
も

使
用
可
能
で
す
。
電
気
・
水
道

の
使
用
料
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。
駐
車
場
は
敷
地
内
に
無

料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
浜
田
魚

商
協
同
組
合
事
務
局
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先

浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
原
井
町
）

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
☎
�
１
７
８
８
）

本
庁
水
産
課

（
☎
�
９
５
２
０
）

募集概要

募集箇所 面積 使用料
（１か月） 附属設備 使途

１階
（仲買売場）

１マス20㎡
（5m×4m） 33,000円／マス

電気・
水道設備

生鮮水産物・
冷凍水産物の
販売など

２階
（事務室）

１室42.5㎡
（5m×8.5m） 55,000円／室 事務室

※　空き室状況など詳しくは、お問い合わせください。

　

Ｊ
Ａ
い
わ
み
中
央
で
は
、
廃
棄

す
べ
き
農
薬
の
回
収
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
適
正
な
処
理
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

回
収
実
施
日

３
月
22
日
㈮
・
23
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　
Ｊ
Ａ
各
地
区
の
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー

処
理
単
価　

１
㎏
（
風
袋
込
み
）

あ
た
り
４
８
０
円
（
税
込
み
）

問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
い
わ
み
中
央
経
済
企
画
課

（
☎
�
８
８
２
３
）

各
地
区
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

浜
田
市
で
生
活
し
た
島
根
県
立

大
学
卒
業
生
・
大
学
院
修
了
生
に
、

い
つ
ま
で
も
浜
田
を
忘
れ
ず
に
い

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
と
、

こ
れ
か
ら
も
浜
田
に
対
す
る
声

援
・
提
言
に
よ
り
応
援
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
簡
単
な
食
事
を
用
意

し
ま
す
。
縁
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
と
と

も
に
、
卒
業
生
・
修
了
生
の
新
た

な
舞
台
で
の
活
躍
を
祈
念
し
、
激

励
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
３
月
18
日
㈪

午
後
６
時
～
７
時
30
分

場
所　
浜
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ

ル
参
加
費　
２
、
０
０
０
円
（
島
根

県
立
大
学
生
及
び
大
学
院
生
は

１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
３
月
８
日
㈮

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
（
本
庁

地
域
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
持

参
す
る
か
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
又
は

メ
ー
ル
（
氏
名
・
連
絡
先
を
明

記
）
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
内　

島
根
県

立
大
学
支
援
協
議
会
事
務
局

（
☎
�
９
２
０
１
・
▢FAX
�
０
２

１
０
）

Em
ail:chiiki@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

　

市
で
は
、
大
学
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
そ

の
取
組
の
１
つ
と
し
て
、
大
学
通

り
沿
い
の
歩
道
に
設
置
し
た
植
樹

桝
（
植
樹
の
幹
周
り
の
部
分
）
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
、
個
性

豊
か
な
マ
イ
ガ
ー
デ
ン
の
製
作
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う「
わ
た
し
は
、

ま
ち
の
園
芸
家
！
」
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

植
樹
桝
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

管
理
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
な
か

に
は
複
数
の
植
樹
桝
を
個
人
・
地

域
又
は
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
管
理
し

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

個
人
で
、
家
族
で
、
仲
間
で
、

企
業
で
、
大
学
通
り
に
マ
イ
ガ
ー

デ
ン
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
願
い

・
植
樹
桝
の
区
画
は
、
１
・
５
ｍ

×
１
・
２
ｍ
で
す
。
植
え
る
草

花
の
種
類
や
管
理
方
法
な
ど
、

一
切
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
ば
ら
く
管
理
さ
れ
て
い
な
い

植
樹
桝
は
、
土
が
固
く
な
っ
て

い
た
り
、
植
樹
の
根
が
張
っ
て

い
た
り
し
ま
す
。

産
業
・
地
域
活
性
化

公
設
水
産
物
仲
買
売
場
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

農
業
用
廃
棄
農
薬
の
有
料

回
収
を
実
施
し
ま
す

２
０
１
３
「
浜
田
応
援
団
」

結
団
式
を
開
催
し
ま
す

「
わ
た
し
は
、
ま
ち
の
園

芸
家
！
」
事
業
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

・
作
業
時
の
水
は
、
管
理
者
の
皆

さ
ん
で
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
に
汲

ん
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
植
樹
桝
の
管
理
に
係
る
費
用

は
、管
理
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

万
が
一
、
作
業
中
に
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
管
理
者
の

責
任
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
地

域
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。）
に

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
希
望

す
る
区
画
数
を
明
記
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

植
樹
桝
の
空
き
状
況
な
ど
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課

（
☎
�
９
２
０
１
）

　

市
で
は
、
市
民
税
県
民
税
及
び

所
得
税
の
申
告
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
申
告
の
相
談
・
国

民
健
康
保
険
料
な
ど
、
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間　
３
月
15
日
㈮
ま
で

開
設
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

開
設
場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市

民
ロ
ビ
ー
・
各
支
所
・
出
張
会

場
※　

土
・
日
曜
日
の
開
設
及
び
夜

間
相
談
窓
口
会
場
の
日
程
は
、

『
広
報
は
ま
だ
』
２
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
、
浜
田
市
内
に
主
た
る
定

置
場
（
原
則
と
し
て
所
有
者
の
住

所
地
）
の
あ
る
軽
自
動
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
古
く
な
っ
た
軽
自
動
車
な
ど

で
使
用
不
能
の
状
態
の
車
は
廃
車

手
続
を
、
ま
た
車
を
譲
っ
た
場
合

は
名
義
変
更
手
続
を
早
め
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

※　

軽
自
動
車
税
は
自
動
車
税
と

異
な
り
、
４
月
２
日
以
降
に
廃

車
又
は
名
義
変
更
の
手
続
を
し

て
も
、
１
年
分
の
税
金
が
か
か

り
ま
す
。

浜
田
市
ナ
ン
バ
ー
車
両
の
廃
車

　

本
庁
税
務
課
又
は
各
支
所
税
務

担
当
窓
口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

島
根
ナ
ン
バ
ー
車
両
の
廃
車

　

次
の
手
続
窓
口
又
は
販
売
店
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

盗
難
な
ど
で
紛
失
し
た
場
合

　

警
察
署
へ
盗
難
届
を
提
出
後
、

受
理
番
号
と
提
出
日
を
控
え
、
本

庁
税
務
課
又
は
各
支
所
税
務
担
当

窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

車種 手続窓口

四輪の軽自動車
（乗用・貨物）

軽自動車検査協会島根事務所(松江市)
☎０８５２�０５３９

二輪の軽自動車
（126㏄～250㏄）

島根県軽自動車協会（松江市）
☎０８５２�００４６

二輪の小型自動車
（251㏄以上）

中国運輸局島根運輸支局（松江市）
☎０５０－５５４０－２０７１

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
納
期
の

た
び
に
現
金
を
持
っ
て
出
掛
け
る

手
間
も
省
け
、「
便
利
」
で
「
安
心
」

か
つ
「
確
実
」
で
す
。

　

振
替
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期

の
末
日
で
す
。
申
込
み
の
翌
月
の

納
期
か
ら
振
替
が
始
ま
り
ま
す

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、
申
込
み
が

20
日
以
降
の
場
合
は
、
翌
々
月
か

ら
と
な
り
ま
す
）。

　

た
だ
し
、
平
成
25
年
度
当
初
か

ら
口
座
振
替
を
開
始
す
る
場
合
や
、

振
替
口
座
・
振
替
方
法
を
変
更
す

る
場
合
は
、
次
の
期
限
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

３
月
22
日
㈮
ま
で

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
料

５
月
17
日
㈮
ま
で

申
込
手
続

・
預
貯
金
口
座
の
あ
る
市
内
の
金

融
機
関
で
受
け
付
け
ま
す
。

・
申
込
書
は
金
融
機
関
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

・
預
貯
金
通
帳
と
印
鑑
（
通
帳
に

使
用
し
て
い
る
も
の
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課

（
☎
�
９
２
４
０
）

　

出
産
や
手
術
に
お
け
る
大
量
出

血
な
ど
の
際
に
、
特
定
の
血
液
製

剤
を
投
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

人
に
、
給
付
金
を
支
給
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
給
付
金
の
請
求
期
限
が
、

平
成
30
年
１
月
15
日
ま
で
延
長
さ

れ
ま
し
た
。

相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
５
０
９
‐
０
０

２
（
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午

後
６
時
ま
で
）

※　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
w
w
.m

h
lw

.g
o
.jp

/
seisakunitsuite/bunya/kenkou_
iryou/iyakuhin/fivw

akai/index.
htm

l問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
１
）

申
告
を
お
忘
れ
な
く

税
務
・
納
税

原
動
機
付
自
転
車
・
オ
ー
ト

バ
イ
・
軽
自
動
車
な
ど
の
廃

車
手
続
は
お
済
み
で
す
か

市
税
な
ど
の
納
付
は

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

健
康
・
福
祉

Ｃ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
給
付
金
の
請
求
期
限
が

延
長
さ
れ
ま
し
た
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

食 育 コラムコラム

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
い
る
医
師
が
、
病
気
の
予
防

や
医
療
の
大
切
さ
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
お
話
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
や
病
気
の
予
防
に

関
心
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
自
身

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
医
療

を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

日
時　
３
月
18
日
㈪

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館
研
修
室

テ
ー
マ　
ス
キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て

～
努
力
し
な
い
で　

き
れ
い
な

皮
膚
に
～

講
師　
笠
田
守
さ
ん
（
笠
田
医
院

院
長
）

料
金　
無
料

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
０
）

市
医
師
会
（
☎
�
０
９
６
７
）

　

検
診
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
分

か
り
や
す
い
自
己
検
診
を
体
験
し

て
も
ら
う
体
験
型
の
講
演
会
で
す
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　
３
月
９
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
受
付　

午
後
１
時
～
）

場
所　
三
隅
公
民
館
小
ホ
ー
ル

演
題　
乳
が
ん
の
最
新
知
識
と
自

己
検
診
法
に
つ
い
て
～
あ
な
た

の
“
バ
ス
”
タ
イ
ム
が
、
大
切

な
“
バ
ス
ト
”
タ
イ
ム
～

実
習　
乳
が
ん
自
己
検
診
法
（
乳

が
ん
モ
デ
ル
を
使
用
）

講
師　
吉よ

し

川か
わ

和か
ず

明あ
き

さ
ん
（
医
学
博

士
・
島
根
県
環
境
保
健
公
社
総

合
健
診
セ
ン
タ
ー
所
長
）

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
三
隅
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
８
０
６
）

　４月から新しい生活がスタートする人も多い
と思います。１日を元気にスタートするために
は、“朝ごはん”を食べることが大切です。昨年、
市が実施した食生活に関する調査では、５歳児
では8.5％、小学校４年生では7.7％、中学校１
年生では11.1％、20～39歳の男性では24.5％、
女性では13.0％が朝食を食べないことがあると
答えています。

　朝ごはんを食べることで、体や脳が目覚め、
１日を元気に活動することができます。市では、
子どもも大人も朝ごはんを食べる習慣が身に付
くよう取組を進めています。
　新しい生活を元気にスタートするために、良
い生活習慣を身に付けましょう。

（子育て支援センター）

※　次回４月号は、『子育て』についてのコラムを掲載します。

浜
田
市
医
師
会
に
よ
る

地
域
医
療
リ
レ
ー
講
座

を
開
催
し
ま
す

乳
が
ん
予
防
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

朝ごはんは大切なエネルギー源です
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

保
険
証
の
更
新

　

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
薄
水
色
）

の
有
効
期
限
が
３
月
31
日
㈰
で
切

れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
㈪
か
ら
の
新
し
い
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
３
月

中
旬
に
緑
色
の
封
筒
に
入
れ
て
送

付
し
ま
す
。
１
世
帯
ご
と
に
ま
と

め
て
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
加
入
し
て
い
る
人
全
員
の

保
険
証
が
届
い
た
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
世
帯
主
が
国
民
健
康
保

険
未
加
入
で
も
、
宛
名
は
世
帯
主

あ
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
物

の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、

加
入
者
名
義
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

保
険
証
の
記
載
内
容
の
確
認

　

万
一
、
被
保
険
者
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
世
帯
主
氏
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
自
分
で
訂
正
す
る
と
、

そ
の
保
険
証
は
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

有
効
期
限

　

一
般
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

平
成
26
年
３
月
31
日
で
す
。

注
意
事
項

・
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
75

歳
に
な
る
人
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
行
す
る
た
め
、

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
有
効

期
限
で
す
。

・
現
在
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該

当
し
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま

で
に
65
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生

月
の
末
日
が
有
効
期
限
で
す
。

・
誕
生
日
（
有
効
期
限
）
以
降
に

使
用
す
る
保
険
証
は
、
別
途
送

付
し
ま
す
。

短
期
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

　

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属

す
る
人
に
は
、
滞
納
状
況
に
よ
り
、

短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

２
か
月
短
期
被
保
険
者
証

５
月
31
日
有
効
期
限

４
か
月
短
期
被
保
険
者
証

７
月
31
日
有
効
期
限 

子
ど
も
短
期
被
保
険
者
証

９
月
30
日
有
効
期
限

※　

18
歳
未
満
の
人
の
無
保
険
状

態
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
で

す
。

持
っ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
（
４
月
１
日
以
降
無
効
）

は
返
還
不
要
で
す

　

４
月
１
日
以
降
、
は
さ
み
な
ど

で
細
か
く
切
断
す
る
な
ど
し
て
、

不
正
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
確
実

に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

有
効
期
限
内
に
資
格
の
変
更

な
ど
の
届
出
を
す
る
場
合
は
、

保
険
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
の
に
届
い
た
と
き
は
…

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
勤
務
先
の

健
康
保
険
（
全
国
健
康
保
険
協
会

管
掌
健
康
保
険
・
健
康
保
険
組
合

及
び
共
済
組
合
な
ど
）に
加
入（
扶

養
も
含
む
。）
し
た
場
合
は
、
そ

の
旨
の
届
出
が
必
要
で
す
。
勤
務

先
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格

喪
失
手
続
は
行
い
ま
せ
ん
。
加
入

時
と
同
様
に
本
人
や
家
族
が
手
続

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資
格
喪
失
手
続
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
証

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
の
保
険
証

（
被
扶
養
者
全
員
の
保
険
証
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
４
月
１
日
か
ら
使
う

「
高
齢
受
給
者
証
」
を
、
３
月
中

旬
に
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
」
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。
証

が
届
い
た
と
き
は
、
内
容
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
と
は
？

　

70
歳
に
な
る
と
、
病
院
に
行
く

と
き
の
自
己
負
担
割
合
な
ど
が
変

わ
り
ま
す
。

　

こ
の
変
更
は
70
歳
の
誕
生
日
の

翌
月
（
１
日
が
誕
生
日
の
人
は
そ

の
月
）
か
ら
で
、
所
得
に
応
じ
て

自
己
負
担
割
合【
２
割 

（
た
だ
し
、

７
月
31
日
ま
で
は
１
割
）】
又
は

【
３
割
】
の
い
ず
れ
か
が
記
載
さ

れ
た
高
齢
受
給
者
証
を
交
付
し
ま

す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
自
己
負
担

割
合
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
病

院
な
ど
の
窓
口
で
保
険
証
と
と
も

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
の
よ
う
に
有
効

期
限
が
あ
る
の
？

　

３
月
中
旬
に
送
付
す
る
高
齢
受

給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
４
月
１

日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
で
す
（
期

間
内
に
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
人
は
、
誕
生
日
の
前
日
ま

で
）。

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
高
齢

受
給
者
証
は
、
平
成
24
年
中
の
所

得
を
も
と
に
自
己
負
担
割
合
の
判

定
を
行
い
、
７
月
下
旬
に
送
付
す

る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
、

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場

合
は
、
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
割
合
の
見
直
し

　

平
成
25
年
３
月
末
ま
で
高
齢
受

給
者
の
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担

割
合
が
【
２
割
】
か
ら
【
１
割
】

に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

再
度
見
直
し
が
行
わ
れ
、
引
き
続

き
【
１
割
】
の
据
え
置
き
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

（
現
役
並
み
所
得
者
は
【
３
割
】

の
ま
ま
で
す
）。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

更
新
の
お
知
ら
せ
で
す

保
険
・
医
療
・
年
金

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
を
発
送
し
ま
す
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産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

旭
中
校
区
小
学
校
人
権
学
習
会

（
今
市
小
・
木
田
小
・
和
田
小
・

市
木
小
）

日
時　
３
月
６
日
㈬

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
今
市
小
学
校
音
楽
室

二
中
校
区
小
学
校
人
権
学
習
会

（
原
井
小
・
雲
雀
丘
小
・
松
原
小
）

日
時　
３
月
７
日
㈭

午
前
10
時
50
分
～
正
午

場
所　
原
井
小
学
校
大
会
議
室

三
中
校
区
小
学
校
人
権
学
習
会

（
周
布
小
・
長
浜
小
）

日
時　
３
月
７
日
㈭

午
後
１
時
45
分
～
２
時
55
分

場
所　
第
三
中
学
校
会
議
室

一
中
校
区
小
学
校
人
権
学
習
会

（
石
見
小
・
三
階
小
・
佐
野
小
・

後
野
小
）

日
時　
３
月
８
日
㈮

午
前
９
時
40
分
～
11
時

場
所　
石
見
小
学
校
体
育
館

東
中
校
区
小
学
校
人
権
学
習
会

（
国
府
小
・
上
府
小
・
有
福
小
）

日
時　
３
月
８
日
㈮

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
国
府
小
学
校
家
庭
科
室

各
人
権
学
習
会
共
通

演
題　
生
き
る
と
い
う
こ
と

講
師　
向さ

き
む
ら村

成な

り

と人
さ
ん
（
源
氏
蛍

の
会
代
表
）

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

・
今
市
小
学
校（
☎
�
０
０
１
４
）

・
原
井
小
学
校（
☎
�
０
８
６
３
）

・
周
布
小
学
校（
☎
�
１
０
０
６
）

・
石
見
小
学
校（
☎
�
０
５
１
２
）

・
国
府
小
学
校（
☎
�
０
０
２
８
）

子
ど
も
会
活
動
を
活
発
に

小
さ
な
備
え
で
大
き
な
安
心

　

平
成
25
年
度
子
ど
も
会
安
全
共

済
会
の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
。

子
ど
も
会
活
動
時
の
事
故
に
対
す

る
共
済
金
制
度
で
す
。
行
事
中
や

往
復
途
中
な
ど
に
発
生
し
た
事
故

や
ケ
ガ
に
対
し
て
共
済
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
補
償
を
受
け
る

た
め
に
は
、
３
月
29
日
㈮
ま
で
に

入
会
申
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
４
月
１
日
以
降
は
、
加
入

手
続
の
翌
日
か
ら
の
補
償
と
な
り

ま
す
。
ケ
ガ
を
し
て
か
ら
加
入
し

て
も
共
済
金
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

共
済
金
額

１　
負
傷
・
疾
病
の
場
合

　

医
療
保
険
制
度
を
利
用
し
た
医

療
費
総
額
の
30
％
を
給
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
日
数
と
支
給
額
に
次
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。

治
療
限
度
期
間

事
故
の
日
か
ら
１
８
０
日
間

共
済
金
支
給
限
度
額

50
万
円
（
医
療
費
総
額
の
30
％

が
１
、０
０
０
円
以
下
の
場
合
、

支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

２　
死
亡
の
場
合

死
亡
共
済
金　
６
０
０
万
円

証
明
書
等
支
給
額

　

各
種
証
明
書
代
と
し
て
、
１
件

に
つ
き
２
、
０
０
０
円
を
限
度
と

し
て
、
実
費
を
支
給
し
ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
書
及
び
名
簿
・

年
間
計
画
書
に
、
会
費
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
が
必
要
な
人
に
は
送

付
し
ま
す
の
で
、
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。 

※　

三
隅
自
治
区
は
、
市
教
育
委

員
会
三
隅
分
室
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

会
費　
年
額
１
人
１
２
０
円

※　

就
学
３
年
前
の
幼
児
か
ら
大

人
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
３
月
１
日
㈮
～
平
成

26
年
２
月
28
日
㈮

補
償
期
間　
４
月
１
日
㈪
～
平
成

26
年
３
月
31
日
㈪

※　

４
月
１
日
以
降
に
加
入
し
た

場
合
、
受
付
日
の
翌
日
か
ら
補

償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

事
故
・
ケ
ガ
が
起
き
た
と
き
は
…

　

す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

共
済
金
請
求
に
必
要
な
書
類
一
式

を
送
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

傷
害
保
険

　

入
院
・
通
院
１
日
目
か
ら
補
償

し
ま
す
。

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

　

突
然
死
に
対
す
る
葬
祭
費
の
補

償
で
、
補
償
額
は
１
８
０
万
円
が

限
度
で
す
。

加
入
区
分
・
掛
金

　

５
人
以
上
の
団
体
で
、
加
入
区

分
を
加
入
者
ご
と
に
選
択
で
き
ま

す
。

※　

子
ど
も
と
大
人
が
混
在
の
団

体
で
も
、
１
団
体
と
し
て
加
入

で
き
ま
す
。

※　

振
込
手
数
料
は
、
１
件
に
つ

き
一
律
１
０
５
円
で
す
。

※　

保
険
内
容
・
加
入
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加入対象者 補償される団体活動など 加入
区分

年間掛金
（１人あたり）

子ども【中学生以下
（特別支援学校高等
部の生徒を含む）】

スポーツ・文化・ボランティア・
地域活動

A1 800円

AW 1,450円上記団体活動以外の個人活動

大
人

高校生以上

文化・ボランティア・地域活動・
団体員の送迎・応援・準備・片付け A2 800円

スポーツ活動及びの指導・審判 C 1,850円
子どものスポーツ活動の指導・審判 AC 1,300円

65歳以上 スポーツ活動 B 1,000円
全年齢 危険度の高いスポーツ活動 D 11,000円

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
島
根
県

支
部
（
☎
０
８
５
２
�
５
３
８

８
）

http://w
w
w
.sportsanzen.org/

人
権

人
権
学
習
会
を
開
催
し
ま
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

全
国
子
ど
も
会
安
全
共
済
会

の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

ご
案
内
で
す
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　２月１日㈮、「節分の豆まき会」が三隅保育所で行われました。
　この日は、園児86人が参加。最初に先生が「自分の中にいる
意地悪な鬼さん、泣き虫な鬼さんなど悪い鬼さんを追い出すた
めに元気よく豆をまきましょう」とあいさつをしました。
　そして「まめまきの歌」を歌い、紙芝居「むかしむかしおに
がきた」を見たあと、鬼が登場。自分たちで作ったお面をかぶっ
た園児たちは、鬼めがけて「鬼は外」と元気よく豆を投げ、鬼
退治をしました。

鬼に向かって「鬼は外！」

　１月28日㈪、雲城小学校５年生26人が郷土料理「角寿司」と
「のっぺい汁」を作りました。これは、地域の食文化を後世に
継承し郷土に愛着を持ってもらうことと、自炊する力を身に付
けてもらうことを目的に行われ、食生活改善推進協議会金城支
部の皆さんと一緒に調理をしました。角寿司は、児童が田植え
や稲刈りをした米を使用し、木枠に敷き詰めた酢飯を押し出し
て、錦糸卵や桜でんぶなど色鮮やかな飾り付けをしました。
　児童たちは「初めて作ったけど、上手にできておいしかった。
また作ってみたい」と笑顔で話していました。

　１月27日㈰、「第14回いきいき子どもフェスティバルin周布」
が周布公民館で開催されました。
　この催しは、地元の保育園児や小中学生が、踊りやダンス・
神楽・吹奏楽などを練習し、頑張っている姿をたくさんの地域
の人たちに見てもらうことを目的に毎年行われています。子ど
もたちは、舞台全体を使って元気よく発表しました。
　来場した地域住民約200人は、子どもたちの熱演に大きな拍
手を送っていました。

とってもおいしくできました！

江戸の火消しの格好をして踊る周布保育園の園児

　１月27日㈰、「中学校柔道三隅大会」が三隅中学校で開催さ
れました。
　今年の大会は、中国地方や九州の中学校から総勢59チーム、
約480人の参加がありました。また、昨年から韓国・釜

ぷ

山
さ ん

の中
学校からも選手が派遣され、今年も22人の選手団が来日し、大
会に出場しました。
　大会当日は、今年一番の寒気に見舞われ、寒い日となりまし
たが、選手たちの熱戦と大きな声援に会場は熱気に包まれてい
ました。 市内外から多くの参加がありました

まちのわだい♥Town Topics

みすみ

はまだ

みすみ

かなぎ

鬼は外！福は内！
～ 三隅保育所 節分の豆まき会 ～

後世に伝えたい郷土料理
～ 雲城小学校 郷土料理を体験 ～

寒さに負けず熱戦！
～ 中学校柔道三隅大会 ～

元気いっぱい踊りを披露
～ いきいき子どもフェスティバルin周布 ～
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　１月26日㈯、「Ｕ・Ｉターン交流会」がふるさと体験村で行わ
れました。この交流会は、「弥栄に帰ろう！弥栄に住もう！弥栄
で生きよう！」をテーマに杵束地区まちづくり推進委員会が企
画。弥栄町在住のＵ・Ｉターン経験者26人が参加しました。「弥
栄の良いところ・悪いところ・こうなればいいところ」を題目
にワークショップ形式で話し合い、弥栄での生活について「夜
に買い物ができるところがない」「子どもが外で遊んでいると、
地元の人が見守ってくれている」などの意見が出ました。最後
にグループごとに発表し、お互いに新たな発見がありました。 時間が足りない程、活発な意見交換が行われました

　１月24日㈭、「昔のあそびを楽しむ会」が長浜小学校で行わ
れました。
　これは、昔のあそびの伝承と地域住民との交流を目的に毎年
行われており、１年生48人と長浜公民館職員・地域住民19人が
参加。こま回しや竹馬・紙鉄砲・けん玉・あやとりなどで交流
を深めました。こま回しでは、こまが回らず悪戦苦闘していま
したが、地域の人にコツを教わり、何回か挑戦するとうまく回
せるようになった児童もいました。
　初めての体験に児童は、夢中になって遊んでいました。上手にこまを回すことができました

　１月26日㈯・27日㈰の２日間、「島根県雪合戦大会」が旭公
園陸上競技場で開催されました。
　今回の大会では、県内外から49チームが参加し、各部門で熱
い戦いを繰り広げました。
　当日は雪不足のため、アサヒテングストンスキー場から会場
を変更し、陸上競技場に人工芝を敷いて作ったコートで雪玉を
使用して、競技が行われました。
　また、15回を記念した交流レセプションが旭温泉で行われ、
シンガーソングライターの六子さんが作詞・作曲した大会のイ
メージソングが披露されたほか、長年バザーなどで大会に貢献
された市木自治会へ感謝状が贈呈されました。
　今大会の成績上位チームは、２月に北海道で開催される全国
大会に出場します。また、旭中学校の女子生徒のチーム「二代
目桜

ち ぇ り ー

ノ実」は、特別枠で県内からは中学生チームとして初めて
全国大会に出場します。
◆競技結果
　【一般の部】　　　　　　　　　　　　　
　優勝　ラブマウンテンズ　準優勝　デンジャラース　　
　【レディースの部】
　優勝　二代目桜ノ実　　　準優勝　デンジャラースガール
　【ジュニアの部】
　優勝　高野雪合戦部青　　準優勝　二代目スノーキング９

手に汗握るシェルターでの攻防「アウトー！」

イメージソング「雪神楽」を披露する六子さん（中央）

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

やさか弥栄に住んで思うこと
～ Ｕ・Ｉターン交流会 ～

はまだ

あさひ目指せ全国大会
～ 第15回島根県雪合戦大会 ～

昔のあそびで地域と交流
～ 長浜小学校 昔のあそびを楽しむ会 ～
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　１月17日㈭、校内百人一首大会が旭中学校で行われました。
　全校生徒54人が、３・４人のチームで競うグループの部と学
年で取り札の数を競う学年対抗の部で対戦しました。このた
び、詠み手として招かれた三

み

家
か

本
も と

勤
つとむ

さんから、学年対抗用のト
ロフィーが寄贈され、生徒は優勝を目指して競い合いました。
　歌が詠まれると会場は静寂に包まれ、生徒たちは歌の札を必
死に探していました。ときには、句を詠み始めてすぐに「はい」
という大きな声が響き渡るなど、札をめぐって一喜一憂する姿
は真剣そのものでした。札に手を伸ばす生徒

　１月16日㈬、「防犯と健康づくりの集い」が小国公民館で行
われました。これは、地域の絆を深め、防犯意識の高揚と健康
づくりの推進につなげようと、小国公民館と地区社会福祉協議
会が企画しました。この日は、浜田警察署員でつくる「警ー１
劇団」が、高齢者を狙った還付金詐欺についての寸劇を披露。
市役所や社会保険事務所の職員と偽り「医療費が戻ってきます」
などと、ＡＴＭからお金を振り込ませる場面を再現しました。
署員から「絶対に一人で悩まないこと。家族や地域の人、そし
て警察に相談してください」とアドバイスがありました。

　１月13日㈰、「弥栄とんど焼き」がふるさと体験村で行われ
ました。これは、ＡＺＵＲＵ弥栄賑々会が企画。例年に比べ暖
かい天候のなか、高々と竹で組み上げられた組木に点火しまし
た。火は早々と燃え上がり、竹がポンポン鳴る音が響きわたり
ました。会場には約80人が集まり、燃え盛るとんどに書初めや
しめ縄を投じて無病息災を願いました。また、火が鎮まる頃に
は、竹の棒を使って餅を焼いて食べました。
　会場の周りでは、地元有志によるおでんや猪汁・オリジナル
スイーツの販売が行われ、会場はにぎわいをみせていました。

還付金をＡＴＭで返還することは、絶対ありません！

とんどの炎で餅を焼き無病息災を願います

　１月13日㈰、｢とんど祭り」が周布川河川敷で行われました。
　この催しは、周布原井自治会の壮青年部が中心となって毎年
行っています。
　当日は、子どもから高齢者まで約60人が参加。高さ約８メー
トルのやぐらに、しめ縄飾りや門松などが置かれると、火が入
れられ、燃え上がる炎を前に参加者は、厄払いと無病息災を願
いました。
　また、会場内では、持ち寄った餅を使ってぜんざいが作られ、
参加者に振る舞われました。 燃え上がるとんどを見守る参加者

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

あさひ

やさか

はまだ

かなぎ還付金詐欺にご注意を！
～ 小国地区 防犯と健康づくりの集い ～

無病息災を願う
～ とんど祭り ～

炎に今年の元気をもらう！
～ 弥栄とんど焼き ～

狙いの札を取り合う
～ 旭中学校 百人一首大会 ～
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お
は
な
し
会
を

　
　
　
　

開
催
し
て
い
ま
す

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

金
城
図
書
館
の
紹
介

　

金
城
図
書
館
で
は
、
本
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
・
家
庭
・
地
域
の

皆
さ
ん
の
触
れ
合
い
の
場
と
し
て

読
み
聞
か
せ
の
普
及
や
地
域
と
図

書
館
を
つ
な
ぐ
楽
し
い
企
画
（
お

手
伝
い
）
を
し
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

ね
む
り
ひ
め　
　
　
　

荒
井
良
二

新
種
発
見
！
こ
び
と
大
研
究　

　
　
　
　
　
　

な
ば
た
と
し
た
か

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ　
な
ぞ
の
ス
パ

イ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト　
原
ゆ
た
か

よ
か
っ
た
ね
ネ
ッ
ド
く
ん　
　
　

　
　
　

レ
ミ
ー
・
チ
ャ
ー
リ
ッ
プ

だ
る
ま
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　

か
が
く
い
ひ
ろ
し

ゆ
び
ぬ
き
小
路
の
秘
密　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
風
さ
ち

■
大
人
向
け
の
本
■

見
て
す
ぐ
で
き
る
！
「
た
た
み
方

折
り
方
」
の
早
引
き
便
利
帳　

　
　
　
　

ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
取
材
班

ラ
ブ
♡
リ
プ
レ
イ　
　
喜
多
喜
久

論
理
爆
弾　
　
　
　

有
栖
川
有
栖

涙
垰　
　
　
　
　
　

戸
塚
ら
ば
お

ぐ
る
ぐ
る
混
ぜ
て
簡
単
！
ア
レ
ル

ギ
ー
フ
リ
ー
の
お
や
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村
淑
子

は
じ
め
て
み
よ
う　
老
人
ケ
ア
に

紙
芝
居
「
し
ょ
い
く
ら
べ
」「
み

い
ち
ゃ
ん
の
春
・
夏
・
秋
・
冬
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山
昭
雄

★
絵
本
の
お
た
の
し
み
会

日
時　
３
月
23
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時

内
容　
絵
本
読
み
語
り

場
所　
金
城
図
書
館

旭
図
書
館
の
紹
介

　
旭
図
書
館
は
、
旭
支
所
前
の
旭

セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
ま
す
。
小
さ

な
図
書
館
で
す
が
、ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

や
話
題
の
本
も
毎
月
入
り
ま
す
。

　

ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
い

ろ
い
ろ
な
本
を
揃
え
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
が
、
も
し
読
み
た
い
本

が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
遠
慮
な

く
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
地
域

の
皆
さ
ん
と
成
長
し
て
い
く
図
書

館
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

旭
図
書
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
語
り
や

手
遊
び
な
ど
を
行
う
「
お
は
な
し

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

読
書
ま
つ
り

　

５
月
の
子
ど
も
読
書
週
間
に
合

わ
せ
て
、開
催
し
て
い
ま
す
。

旭
ふ
る
里
ま
つ
り
図
書
館
コ
ー
ナ
ー

　

毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
旭
ふ

る
里
ま
つ
り
で
、展
示
や
地
域
の
読

み
語
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

と
お
は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ッ
く
ん
の
お
は
な
し
タ
イ
ム

　

年
齢
に
合
わ
せ
て
、
読
み
語
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
館
時
間

　

月
～
土
曜
日

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

日
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

３
月
の
休
館
日

　

３
日
㈰
・
20
日
㈷

日
時　
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
旭
図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

※　

３
月
６
日
㈬
に
開
催
し
ま
す
。

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
日
曜
日
及
び
祝
日

さざんか祭り「でまえとしょかん」で、
アクアス職員が読み聞かせをしました

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

内
村
航
平　
　
　
　
　

本
郷
陽
二

び
ん
ぼ
う
が
み
じ
ゃ　
西
村
繁
男

ひ
な
ま
つ
り
ル
ン
ル
ン
お
ん
な
の

こ
の
日
！　
　

た
ち
も
と
み
ち
こ

60
の
用
語
で
わ
か
る
！
福
祉
な
る

ほ
ど
解
説
（上）　
　
　
　

高
橋
利
一

■
大
人
向
け
の
本
■

生
存
者
ゼ
ロ　
　
　
　
　

安
生
正

ａ
ｂ
さ
ん
ご　
　
　
　

黒
田
夏
子

何
者　
　
　
　
　
　

朝
井
リ
ョ
ウ

等
伯
（上）　
（下）　
　
　
　

安
部
龍
太
郎

欠
落　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
敏

家
庭
の
税
金
２
０
１
３　
湊
義
和

旭図書館マスコット
「ブッくん」

図

書

館

情

報

有

料

広

告

旭 

図 

書 

館

（
☎
㊺
１
４
４
０
）

金 

城 

図 

書 

館

（
☎
�
１
８
２
３
）
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１
月
23
日
㈬
、
平
成
24
年
度
優
秀

卒
業
研
究
発
表
会
を
開
催
し
、２
２
７

点
の
卒
業
研
究
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

７
点
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
卒
業
研
究
の
作
成
に
取
り
掛
か
る

本
学
３
年
生
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
熱
心
に
発
表
を
聴
い
て
い
ま

し
た
。

本田学長と優秀賞を受賞した学生

　

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
い
て
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・

フ
ィ
ー
ル
ド
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講

し
、
最
終
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
「
合
同

成
果
発
表
会
」
を
、
１
月
24
日
㈭
に

開
催
し
ま
し
た
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

ク
ラ
ス
ご
と
に
地
域
の
現
場（
フ
ィ
ー

ル
ド
）
へ
出
掛
け
て
い
き
、
聞
き
取

り
調
査
・
見
学
な
ど
を
通
じ
て
課
題

を
発
見
し
、
解
決
策
を
考
え
提
案
し

て
い
く
も
の
で
す
。

　

発
表
会
に
は
、
現
場
で
協
力
い
た

だ
い
た
地
域
の
人
や
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
各
ク
ラ
ス

の
発
表
に
耳
を
傾
け
、
学
生
た
ち
と

も
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目
の
う

ち
、政
治
学
・
経
済
学
・
法
律
学
な

ど
多
く
の
科
目
を
社
会
人
の
皆
さ
ん

に
も
広
く
開
放
し
ま
す
。
パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
学
習
で
き
ま
す
。

　

あ
な
た
も
大
学
生
と
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

受
付
期
間　
３
月
８
日
㈮
～
15
日
㈮

受
講
期
間　
４
月
～
９
月

問
い
合
わ
せ
先　

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

（
☎
�
２
２
０
３)

　

県
立
大
学
で
は
、
地
域
貢
献
・
施

設
の
有
効
使
用
の
観
点
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
施
設
を
利
用
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
開
放
し
て
い
る
主
な

施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

施設名 使用料
(円／時間)

光熱水費
(円／時間)

講堂
ホール 2,920

通　　　常 1,530
空調使用時 8,170

ミーティングルーム 320
通　　　常 30
空調使用時 130

交流
センター

コンベンションホール 1,610
通　　　常 520
空調使用時 740

研修室（全室） 700
通　　　常 130
空調使用時 240

　

県
立
大
学
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
大
学
を
よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て

感
じ
て
も
ら
い
、
大
学
の
諸
活
動
を

応
援
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
浜
田

キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
限
定
の

様
々
な
特
典
付
き
！
皆
さ
ん
の
申
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
会
費　
５
０
０
円

特
典　
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
証
で
、
県

立
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
利

用
で
き
る
ほ
か
、
郵
送
又
は
メ
ー

ル
で
大
学
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

を
お
届
け
し
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な

点
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
連
携
推
進
室

（
☎
�
２
３
９
６
）

　

利
用
す
る
に
は
手
続
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地
域
課

題
と
自
分
自
身
と
の
具
体
的
な
関
わ

り
を
築
く
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
、

ま
た
大
学
に
と
っ
て
は
地
域
と
の
連

携
が
、
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
く
機
会

と
も
な
り
ま
し
た
。

ポスター形式で展示
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vol.113
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

優
秀
卒
業
研
究
発
表
会
を
開
催

フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
合
同
成
果

発
表
会
を
開
催

平
成
25
年
度
春
学
期
（
４
月

開
講
）
科
目
等
履
修
生
・
聴

講
生
募
集

開
放
施
設
の
ご
紹
介

平
成
25
年
度
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
サ
ポ
ー
タ
を
募
集
し
ま
す
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✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚

【
本
館
】
石
本
正　
画
業
の
変
遷

　

本
館
で
は
、「
石
本
正 

画
業
の
変

遷
」
を
開
催
中
で
す
。
日
本
画
家
・

石
本
正
（
三
隅
町
出
身
）
の
、
70
年

に
わ
た
る
画
業
の
中
で
一
つ
の
モ

チ
ー
フ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
っ
た
の
か
、
石
本
の
画
業
の
変
遷

を
改
め
て
検
証
す
る
展
覧
会
で
す
。

会
期　
３
月
20
日
㈷
ま
で

　アクアみすみの「キッズダンス」教室の子どもたちが、この１
年間の成果を発表します！
日時　３月16日㈯　午後４時～５時
場所　石正美術館創作室
料金　無料

《本館展示室》
石本正　画業の変遷
　　３月20日㈷まで

《新館展示室》
第３回石州和紙に描いた日本画展
　　３月20日㈷まで

《ギャラリー展示》
平成24年度石正美術館絵画教室展　
前期（日本画・初めての日本画教室）
　　３月８日㈮まで
後期（水彩油絵教室・石本正絵画教室）
　　３月９日㈯～20日㈷

《イベント情報》
石本正絵画教室　裸婦デッサン会
　　３月９日㈯・10日㈰
特別講演会「ガニヤについて」
講師　池田知嘉子さん（日本画家・創画会）
　　３月９日㈯　午前10時～11時30分
アクアみすみキッズダンス
　　３月16日㈯　午後４時～５時
ソプラノコンサート～夜と夢～
　　３月17日㈰　午後２時～３時
休館日のお知らせ
　展示替　３月21日㈭～29日㈮

　声楽指導者の中
な か

山
や ま

賜
た ま

子
こ

さんによるソプラノコンサートを開催し
ます。美しい歌声による「夜」や「夢」にちなんだ歌曲をご堪能
ください。
日時　３月17日㈰　午後２時～３時
場所　石正美術館創作室
料金　無料
出演者　中山賜子さん（ソプラノ）・杉本孝一さん（ピアノ伴奏）

問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

石本正「牡丹」（1989年） 【
新
館
】
第
３
回
石
州
和
紙
に
描
い

た
日
本
画
展

　

石
本
正
は
２
０
０
０
年
以
降
、
石

州
和
紙
職
人
が
漉す

く
「
石
正
紙
」
に

作
品
制
作
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の

石
本
が
推
薦
し
た
画
家
を
中
心
に
、

年
齢
や
経
歴
を
問
わ
ず
、
素
晴
ら
し

い
作
品
を
生
み
出
す
25
人
の
現
代
日

本
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
新
作
を

展
示
し
ま
す
。

会
期　
３
月
20
日
㈷
ま
で

料
金　

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
し
ま
ね
家

庭
の
日
）
は
、
家
族
連
れ
の
入
場

者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は
無
料

で
す
。

有

料

広

告
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企
画
展
の
お
知
ら
せ

◎ミュージアムパフォーマンス
　「ソプラノコンサート ～夜と夢～」

◎アクアみすみキッズダンス
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現
在
、世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

石
見
神
楽
の
魅
力
を
紹
介
す
る
展
覧

会
を
開
催
中
で
す
。
会
期
中
の
日
・

祝
日
に
は
神
楽
公
演
も
あ
り
、
一
日

中
、
神
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会
期　
３
月
20
日
㈷
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　
　

小
・
中
学
生　
　

１
０
０
円

　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
作
者
・
や
な
せ

た
か
し
さ
ん
は
、
90
歳
を
超
え
た
今

も
な
お
、
夢
の
あ
ふ
れ
る
作
品
を
作

り
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
絵

画
や
絵
本
原
画
を
は
じ
め
、
直
筆
の

詩
や
版
画
な
ど
、
約
１
２
０
点
を
通

し
、
や
な
せ
さ
ん
の
足
跡
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
園
児
が
描
い
た
ア

ン
パ
ン
マ
ン
作
品
の
展
示
や
遊
び
の

コ
ー
ナ
ー
・
作
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

用
意
し
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
こ
の
機
会
に
や
な
せ

た
か
し
さ
ん
の
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

会
期　
３
月
23
日
㈯
～
５
月
19
日
㈰

料
金　
一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　

小
・
中
学
生　
　

２
０
０
円

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

　

神
楽
の
楽
し
い
お
話
が
聞
け
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

《
神
楽
博
士
に
な
ろ
う
》

◎
３
月
２
日
㈯

●
講
師　
西
村
神
楽
社
中

《
神
楽
の
い
ろ
は
》

◎
３
月
９
日
㈯

●
講
師　
石
見
神
楽
亀
山
社
中

●
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場
所　
第
四
展
示
室

●
料
金　
展
覧
会
の
観
覧
券
が
必
要

■
浜
田
の
伝
統
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

浜
田
の
伝
統
芸
能
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
１
日
で
す
。

◎
３
月
20
日
㈷

●
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
料
金　
無
料

■
石
見
神
楽
定
期
公
演

　

神
楽
上
演
を
開
催
し
ま
す
。

◎
３
月
３
日
㈰
・
10
日
㈰
・
17
日
㈰
・

20
日
㈷

●
時
間　
午
後
２
時
～
４
時

●
場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
料
金　
無
料

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

３
月
の
休
館
日

月
曜
日　
４
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日

展
示
替　
21
日
㈭
・
22
日
㈮

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
神
楽
の
小
道
具
を
つ
く
ろ
う
》

◎
３
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
・
16
日
㈯
・

17
日
㈰

●
参
加
費　
鬼
棒
１
０
０
円

　
　
　
　
　

御
幣
２
０
０
円

《
神
楽
面
に
絵
付
け
》

◎
３
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
４
０
０
円

《
ミ
ニ
切
り
絵
づ
く
り
》

《
石
州
和
紙
の
ハ
ガ
キ
づ
く
り
》

◎
３
月
20
日
㈷

●
参
加
費　
切
り
絵
１
０
０
円

　

ハ
ガ
キ
２
０
０
円
（
先
着
30
人
）

《
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
お
菓
子
づ
く
り
》

◎
３
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
動
く
紙
人
形
を
つ
く
ろ
う
》

◎
３
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

■
い
わ
み
で
深
呼
吸
（
は
な
げ
ば
あ

ち
ゃ
ん
実
行
委
員
会
）

　

絵
本
作
家
・
山
田
真
奈
未
さ
ん
と

一
緒
に
工
作
し
よ
う
！

◎
３
月
24
日
㈰

●
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
参
加
費　
３
０
０
円

●
場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

©やなせたかし／フレー
ベル館・TMS・NTV

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.195

有

料

広

告

３
月
の
イ
ベ
ン
ト

カ
グ
ラ
！
石
見
神
楽
と

浜
田
の
伝
統
展

や
な
せ
た
か
し
の
世
界
展



広報はまだ：平成25年３月号　　　26

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

家
族
で
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、
親
子
の
触
れ

合
い
を
深
め
な
が
ら
健
康
増
進
・
体

力
向
上
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
体
育
館
を
無
料
開

放
し
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

受
付
開
始
日　
３
月
16
日
㈯

申
込
方
法　
申
込
書
（
石
見
武
道
館

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
運
動
の
で
き
る

服
装
で
、
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
・
タ

オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

短期スポーツ教室一覧表
教　室　名 実施日

（４月） 曜日 時　間 対　象 定員 参加料

フィットネス（火） ９日・16日 火 13:30～15:00 一般男女 10人

600円

はじめてビクス 10日・17日 水 9:00～ 9:50 40人
ママ＆ベビーキッズ３Ｂ 11日・18日 木 10:00～11:30 幼児と保護者 30組
フレッシュアップ３Ｂ

５日・12日 金
9:30～11:00

一般男女

30人
フィットネス（金） 13:30～15:00 10人
気功・太極拳（昼） 30人
美姿勢＆美脚 ６日・13日 土 9:00～10:00 10人
気功・太極拳（夜） 18:30～20:00 30人

　

城
下
町
浜
田
の
春
を
彩
る
「
浜
っ

子
春
ま
つ
り
」
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
す
。
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
、
楽
し
く
熱
の
あ
る
ま
つ
り
に

し
ま
し
ょ
う
。

浜
っ
子
春
ま
つ
り

日　
４
月
29
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

　

正
午
～
午
後
４
時

※　

当
日
、
悪
天
候
の
た
め
中
止
に

な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
の
順

延
は
し
ま
せ
ん
。

大
名
行
列
・
パ
レ
ー
ド

①
大
名
行
列
・
奴
隊

②
馬
に
乗
る
殿
様
・
腰
元
・
供
侍
な

ど
③
踊
り
隊
・
宣
伝
パ
レ
ー
ド
隊
・
仮

装
行
列
・
音
楽
隊
・
団
体
Ｐ
Ｒ

パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス

新
町
出
発
～
紺
屋
町
～
朝
日
町
～

浜
田
橋
経
由
～
石
央
文
化
ホ
ー
ル

～
銀
天
街
終
点

第
１
部　
「
大
名
行
列
」
を
は
じ
め

関
係
団
体
に
よ
る
行
列

第
２
部　
踊
り
・
宣
伝
パ
レ
ー
ド
隊

※　
「
奴
隊｣

の
参
加
者
は
、
夜
間

な
ど
の
事
前
練
習
の
参
加
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※　

音
源
車
・
音
響
設
備
・
プ
ラ
カ
ー

ド
な
ど
必
要
な
参
加
費
用
に
つ
い

て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※　

音
源
車
や
山
車
が
伴
う
場
合
、

道
路
交
通
法
基
準
に
基
づ
き
、
規

制
や
道
路
使
用
許
可
（
申
請
料
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
内
容

が
分
か
る
図
面
（
サ
イ
ズ
、自
走
・

人
力
で
の
牽
引
な
ど
）
を
申
込
書

提
出
時
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
申
込
時
に
説
明
し

ま
す
。

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
（
市
観
光

協
会
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
３
月
15
日
㈮
必
着

申
・
問　
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
・
▢ＦＡＸ
�
１
０
８

１
）

市
民
の
楽
市

　

浜
っ
子
春
ま
つ
り
の
日
に
市
内
商

有

料

広

告

まちかど伝言板

募
　

集

教
室
・
講
座

石
見
武
道
館

短
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

２
０
１
３
浜
っ
子
春
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
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店
街
で
開
催
さ
れ
る
「
楽
市
」
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
浜
田
市
の
住
民
や
市
内

の
団
体
・
事
業
所
に
所
属
の
人

応
募
方
法　
応
募
用
紙
及
び
添
付
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

出
展
場
所　
市
内
の
各
商
店
街
。
た

だ
し
、
一
部
を
除
き
パ
レ
ー
ド

コ
ー
ス
と
な
る
道
路
上
で
の
出
店

は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

道
路
使
用
の
場
合
は
、
警
察
へ

の
許
可
申
請
料
な
ど
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

※　

設
備
な
ど
は
各
自
で
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日　
３
月
24
日
㈰
必
着

応
・
問

・
銀
天
街
▽「
レ
デ
ィ
ス
ワ
ー
ル
ド
」

佐
古
肇
徳
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８

７
１
０
‐
３
９
７
９
）

・
朝
日
町
商
店
街
▽
「
平
安
」

　

金
子
奨
悟
さ
ん
（
☎
�
２
１
４
３
）

・
紺
屋
町
商
店
街
▽
「
段
原
酒
店
」

　

段
原
良
則
さ
ん
（
☎
�
０
３
２
３
）

・
新
町
商
店
街
▽
「
平
野
屋
」

　

平
野
義
弘
さ
ん
（
☎
�
０
２
３
６
）

※　

出
店
者
多
数
の
場
合
は
、
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ

　

当
日
、
祭
り
の
運
営
（
パ
レ
ー
ド

の
随
行
・
休
憩
所
の
運
営
・
記
録
写

真
の
撮
影
な
ど
）
を
手
伝
っ
て
も
ら

え
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
健
康
な
人

な
ら
ど
な
た
で
も

応
・
問　
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
・
▢ＦＡＸ
�
１
０
８

１
）

浜
っ
子
春
ま
つ
り
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先

問　
市
観
光
協
会
内　

浜
っ
子
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
☎
�
１
０
８
５
）

　

水
泳
は
体
を
丈
夫
に
し
、
身
体
へ

の
負
担
も
少
な
い
た
め
成
長
期
の
子

ど
も
に
も
優
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

あ
な
た
も
楽
し
く
元
気
に
プ
ー
ル
に

通
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※　

入
校
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

（
☎
�
０
２
３
０
）

　

平
成
25
年
度
前
期（
４
月
～
９
月
）

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
・
ス
タ
ジ
オ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
・
子

ど
も
向
け
教
室
な
ど
、
心
身
の
健
康

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
講
座
を
多

数
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

申
込
開
始
日　
３
月
４
日
㈪

　

午
前
９
時
～

申
込
方
法　
申
込
書
（
ラ
・
ペ
ア
ー

レ
浜
田
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
受
講
料
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

　

美
又
温
泉
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
で

は
写
真
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
美

又
地
区
や
金
城
町
の
歴
史
が
分
か
る

写
真
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

・
展
示
は
施
設
内
の
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ゆ
ー
な
」
で
展
示
し
ま
す
。

・
お
借
り
し
た
写
真
の
一
部
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
な
ど
で

使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
展
示
後
の
写
真
は
返
却
し
ま
す
。

・
写
真
の
大
き
さ
は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
方
法　
提
供
し
て
も
ら
え
る
写

真
作
品
を
、
郵
送
又
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日　
４
月
30
日
㈫
ま
で

応
・
問　
美
又
温
泉
国
民
保
養
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
０
３
０
１

金
城
町
追
原
32
‐
１
（
☎
�
０
３

５
３
）】

　

親
子
の
触
れ
合
い
を
深
め
な
が
ら

各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

健
康
増
進
・
体
力
向
上
し
ま
せ
ん
か
。

　

体
育
館
に
設
置
し
た
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
・
と
び
箱
・
ソ
フ
ト
マ
ッ
ト
・
鉄
棒
・

平
均
台
な
ど
の
遊
具
や
、
卓
球
・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
を
親
子
で
自
由
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
誰
で
も
簡
単

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
「
で
き
る
か

な
？
コ
ー
ナ
ー
」
や
、
体
操
の
種
目

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
」
も

開
催
し
ま
す
。

日　
３
月
９
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
県
立
体
育
館

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
県
立
体
育
館
（
☎
�
１
２
０
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

平
成
25
年
度
入
校
生

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

平
成
25
年
度
前
期
受
講
生

金
城
町
や
美
又
地
区
の

歴
史
が
分
か
る
写
真
作
品

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

　

　

　　



広報はまだ：平成25年３月号　　　28

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
２

年
目
を
迎
え
ま
す
。「
忘
れ
ま
せ
ん
！

３
・
11
」
を
胸
に
、
亡
く
な
ら
れ
た

多
く
の
犠
牲
者
に
対
し
て
追
悼
の
意

を
表
し
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
皆
さ

ん
に
私
た
ち
の
「
歌
声
」
で
少
し
で

も
元
気
と
希
望
を
送
り
届
け
ら
れ
る

よ
う
、
み
ん
な
で
心
を
一
つ
に
し
て

東
北
地
方
に
エ
ー
ル
を
送
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

日　
３
月
10
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
島
根
県
立
大
学
講
堂

料　
一
般　

１
、
０
０
０
円

　
　

大
学
生
以
下
無
料

※　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
協
賛
券
と
し
て
、

経
費
を
除
い
た
全
額
を
、
義
援
金

と
し
て
被
災
地
・
被
災
者
の
た
め

に
寄
付
し
ま
す
。

問　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ー
ラ
ス
実

行
委
員
会
事
務
局　

久
保
田
さ
ん

（
☎
�
０
６
４
５
）

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

　

浜
田
公
民
館
の
利
用
者
サ
ー
ク
ル

の
１
年
間
学
習
し
た
作
品
展
示
会
で

す
。
水
墨
・
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
・

木
目
込
み
人
形
・
押
し
花
・
手
編
み
・

盆
栽
な
ど
、
皆
さ
ん
の
力
作
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
９
日
㈯
は
、
午

前
10
時
か
ら
屋
外
市
場
も
開
催
し
ま

す
。

日　
３
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
10
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
浜
田
公
民
館

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

～
日
本
の
歩
き
た
く
な
る
道

５
０
０
選
を
歩
こ
う
！
～

対
象　
健
康
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も

（
小
学
生
以
下
は
、保
護
者
同
伴
）

日　
３
月
10
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
９
時
30
分

出
発　
午
前
10
時

集
合
場
所　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー

前
漁
港
駐
車
場

コ
ー
ス　
５
㎞

料　
無
料

※　

保
険
料
は
、
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
が
負
担
し
ま
す
。

※　

タ
オ
ル
・
飲
み
物
な
ど
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

当
日
、
会
場
で
の
受
付
も
し
ま

す
。

申
込
締
切
日　
３
月
８
日
㈮

申
・
問　
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９
５
０

７
‐
１
７
５
５
）

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　
３
月
13
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
が
ん
と
放
射
線
治
療

講
師　
吉
田
弘
太
郎
さ
ん
（
浜
田
医

療
セ
ン
タ
ー
診
療
部
長
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
５
０
５
）

　

10
㎞
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
健
康
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も

日　
３
月
14
日
㈭
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
８
時
～
午
後
１
時

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

コ
ー
ス　
浜
田
公
民
館
→
石
見
公
民

館
→
国
道
９
号
線
→
浜
田
市
役
所

→
国
道
９
号
線
→
お
ば
せ
の
浜
会

館
→
マ
リ
ン
大
橋
→
元
浜
公
園
→

国
道
９
号
線
→
浜
田
公
民
館

※　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
、
お
に

ぎ
り
と
豚
汁
を
用
意
し
ま
す
。

定　
50
人

料　
２
０
０
円

※　

タ
オ
ル
・
飲
み
物
な
ど
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

石
見
公
民
館
（
☎
�
１
３
８
０
）

　

浜
田
郷
土
資
料
館
友
の
会
で
は
、

文
化
講
演
会
と
し
て
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
２
年
目
を
迎
え
て
、
改
め
て

浜
田
地
震
と
東
日
本
大
震
災
を
比
較

す
る
な
ど
の
分
か
り
や
す
い
話
を
し

有

料

広

告

３
・
11
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・

　
コ
ー
ラ
ス
in
は
ま
だ
２

浜
田
公
民
館
作
品
展
示
会
・

屋
外
市
場

マ
リ
ン
大
橋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

行
っ
た
り
来
た
り

　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

～
10
㎞
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

浜
田
地
震
と
東
日
本
大
震
災
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て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　
３
月
16
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

場　
石
見
公
民
館

演
題　
浜
田
地
震
と
東
日
本
大
震
災

　

～
石
見
畳
ヶ
浦
と
浜
田
地
震
～

講
師　
桑
田
龍
三
さ
ん
（
島
根
県
地

学
会
顧
問
）

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

日　
３
月
16
日
㈯

開
場　
午
後
４
時

開
演　
午
後
４
時
30
分

出
演

歌　
佐
和
洋
亮
・
ド
リ
ィ　

ケ
イ

演
奏　
「
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ　

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
」

　
　

佐
々
木
純
子
ほ
か

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
１
人　
　

２
、
０
０
０
円

　
　

ペ
ア
券　

３
、
０
０
０
円

　
　

大
学
生
以
下
無
料

※　

フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
を
用
意
し
ま

す
。

問　
佐
和
洋
亮
さ
ん

（
☎
�
１
３
６
６
）

　

石
見
焼
や
石
州
和
紙
な
ど
、
地
場

産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
展
示
販
売
や
、

石
央
地
域
（
浜
田
市
・
江
津
市
）
の

え
え
も
ん
う
ま
い
も
ん
市
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

日　
３
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
江

津
市
）

問　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
５
�
０
６
０
０
）

　

ポ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
ス
キ
ー
の

ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た
棒
を
使
っ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
快
適
な
歩
き

方
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
楽
し
く
学

び
な
が
ら
公
園
を
一
緒
に
歩
き
ま
せ

ん
か
？

日　
３
月
17
日
㈰
・
４
月
21
日
㈰

（
小
雨
決
行
）
午
前
10
時
～
正
午

※　

毎
月
第
３
日
曜
日
に
行
っ
て
い

ま
す
。

集
合
場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ

ン
タ
ー

講
師　
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

定　
30
人
程
度

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

歩
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
着
替
え
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

島
根
県
で
は
、
県
職
員
・
警
察
官

の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仕
事
内
容
や
採
用
試
験
の
概
要
を
説

明
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
職
種　
事
務
系
（
行
政
・
警
察

事
務
な
ど
）・
技
術
系
（
総
合
土

木
な
ど
）・
警
察
官

対
象　
県
職
員
・
警
察
官
の
仕
事
に

興
味
が
あ
る
人
及
び
そ
の
家
族

日　
３
月
17
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
島
根
県
立
大
学
講
義
・
研
究
棟

中
講
義
室
３

定　
１
１
０
人

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
jinjiiinkai/

申
・
問　
島
根
県
人
事
委
員
会
事
務

局
（
☎
０
８
５
２
�
５
４
３
８
）

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
23
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

‐
５
９
６
０
）

　

江
津
市
江
津
町
郷
田
地
区
で
街
並

み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
亀

山
城
跡
に
土つ

っ
と
こ
ざ
か

床
坂
の
石
畳
。
長
州
藩

陣
屋
や
二じ

ら
っ
か
く

楽
閣
の
跡
地
。
中
世
か
ら

近
世
ま
で
郷
田
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
旅
で
す
。

日　
３
月
24
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

※　

雨
天
の
場
合
は
、
31
日
㈰
に
延

　

伝
統
あ
る
格
花
と
盛
花
の
美
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
31
日
㈰

は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
未
生
流
（
庵
家
）
浜
田
支
部

　

池
田
さ
ん
（
☎
�
５
９
４
６
）

期
し
ま
す
。

場　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
前

（
江
津
市
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

地
元
の
演
奏
家
た
ち
に
よ
る

　
　
　
ジ
ャ
ズ
＆
シ
ャ
ン
ソ
ン

「
ふ
る
里
を
想
う
」

　
　
　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト

第
28
回
地
場
産
業
祭

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？

島
根
県
職
員
等

採
用
ガ
イ
ダ
ン
ス

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

第
１
３
１
回
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
歴
史
紀
行

未み

生し
ょ
う

流り
ゅ
う

（
庵あ

ん

家け

）
浜
田
支
部

い
け
ば
な
展
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御便殿

浜田合同庁舎

浜
田
川

ゆ
め
タ
ウ
ン

イ
ズ
ミ

浜田
税務署

〶

至
三
隅

至
金
城

至
江
津

Ｒ９
号

Ｒ
186
号

原井小

　

石
州
刀
剣
会
で
は
、
石
州
刀
（
長

浜
刀
）
を
含
め
て
の
鑑
賞
会
を
開
催

し
ま
す
。
長
浜
地
区
に
は
鎌
倉
時
代

末
か
ら
室
町
時
代
末
ま
で
、
多
く
の

刀
鍛
冶
が
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
現
存
品
は
少
な
く
、
ふ

だ
ん
見
る
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
地
元
の

刀
の
良
さ
を
見
直
し
、
鑑
賞
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
会
員
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
れ
る
人
な
ら

老
若
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
31
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

料　
２
、
０
０
０
円

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

　

古
典
の
ほ
か
に
歌
謡
舞
踊
や
民
謡

も
組
み
入
れ
、
日
本
舞
踊
を
よ
り
親

し
み
を
も
っ
て
鑑
賞
し
て
も
ら
い
ま

す
。
日
本
舞
踊
の
世
界
と
魅
力
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
31
日
㈰

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

共
演　
春は

る

暢の
ぶ

の
会
（
大
田
市
）

料　
無
料

問　
藤
惠
会　

藤
間
さ
ん

（
☎
�
３
３
９
９
）

　

殿
町
に
あ
る
歴
史
的
建
造
物
「
御ご

便べ
ん

殿で
ん

」
の
敷
地
に
は
、
多
く
の
桜
が

あ
り
ま
す
。
浜
田
城
資
料
館
建
設
期

成
同
盟
会
で
は
、
今
年
も
桜
の
開
花

時
期
に
合
わ
せ
、
桜
の
下
で
茶
会
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
の
開
放

も
し
ま
す
。

日　
桜
の
茶
会
（
雨
天
中
止
）

　

４
月
６
日
㈯

　
　

裏
千
家
淡
交
会
石
見
支
部

　

４
月
７
日
㈰

　
　

表
千
家
浜
田
地
区
同
好
会

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

敷
地
の
開
放

　

４
月
２
日
㈫
～
11
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場　
御
便
殿
（
殿
町
）

※　

駐
車
場
あ
り
ま
す
。 

料　
無
料

問　
本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

ゆ
る
体
操

　

ヨ
ガ
・
気
功
・
呼
吸
法
・
ス
ト
レ
ッ

チ
・
武
術
な
ど
を
取
り
入
れ
、
独
自

に
開
発
さ
れ
た
や
さ
し
い
体
操
で
す
。

日　
３
月
26
日
㈫

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　
松
井
達
也
さ
ん

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
お
越

し
く
だ
さ
い
（
シ
ュ
ー
ズ
は
い
り

ま
せ
ん
）。

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

ち
く
ち
く
羊
毛
フ
ェ
ル
ト

　

ア
ク
レ
ー
ヌ
（
ア
ク
リ
ル
羊
毛
）

で
マ
ス
コ
ッ
ト
エ
コ
ク
リ
ー
ナ
ー
を

作
り
ま
す
。

日　
３
月
15
日
㈮

　

午
前
10
時
～
正
午

講
師　
山
代
由
香
さ
ん

定　
10
人

料　
１
、
５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
３
月
14
日
㈭

手
織
り

　

春
の
プ
チ
マ
フ
ラ
ー
を
作
り
ま
す
。

日　
３
月
16
日
㈯

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

講
師　
東
政
子
さ
ん

定　
８
人

料　
１
、
０
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
３
月
15
日
㈮

申
・
問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

　

オ
ウ
サ
マ
ペ
ン
ギ
ン
が
胸
を
は
っ

て
行
進
す
る
よ
。

日　
３
月
31
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日

　

午
後
０
時
30
分
～
（
約
15
分
）

※　

春
休
み
中
（
３
月
23
日
㈯
～
31

日
㈰
）
は
、
毎
日
開
催
し
ま
す
。

※　

天
候
や
気
温
、
ペ
ン
ギ
ン
の
体

調
に
よ
り
、
予
告
な
く
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ア
ク
ア
ス
春
祭
り
２
０
１
３

　

ア
ク
ア
ス
に
春
を
告
げ
る
ア
ク
ア

ス
春
祭
り
！
島
根
自
慢
の
味
や
名
産
・

伝
統
芸
能
が
ア
ク
ア
ス
に
大
集
合
！

日　
３
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
前
中
央
広
場

特
別
展
「
春
の
小
川
～
そ
ー
っ
と
の

ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん
～
」

　

春
の
小
川
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、

冬
の
間
隠
れ
て
い
た
生
き
物
た
ち
が
、

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
誘
わ
れ
て
動
き
出

し
て
い
る
よ
。
ど
ん
な
生
き
物
が
い

る
の
か
な
？
ア
ク
ア
ス
で
小
川
の
春

を
見
つ
け
て
み
よ
う
。

日　
３
月
16
日
㈯
～
５
月
13
日
㈪

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

料　
入
館
料
に
含
み
ま
す
。

海
の
体
験
教
室

ス
ー
パ
ー
よ
く
飛
ぶ
竹
ト
ン
ボ
つ
く

り

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

藤
間
流
藤
惠
会

お
ど
り
の
会

発
見
！
浜
田
城

　
　
　
　
桜
の
茶
会

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
体
験
会

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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日　
３
月
17
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

講
師　
佐
々
木
さ
ん
・
森
田
さ
ん（
風

の
国
ス
タ
ッ
フ
）

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

ジ
ュ
ニ
ア
・
コ
ー
ラ
ス
・
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３

　

い
わ
み
芸
術
劇
場
で
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
合
唱
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
キ
ッ
ズ
合
唱
塾
」
の
講
師
・
前
田

美
子
さ
ん
が
指
揮
・
指
導
す
る
、
む

さ
し
野
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
“
風
”（
東

京
都
武
蔵
野
市
で
活
動
）
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、
地
元
小
学
校
合
唱
部
の
子

ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
合
唱
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
春
風
に
乗
っ

た
さ
わ
や
か
な
歌
声
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日　
３
月
31
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
無
料

※　

グ
ラ
ン
ト
ワ
な
ど
で
配
布
し
て

い
る
整
理
券
が
必
要
で
す
。
そ
の

ほ
か
の
配
布
場
所
に
つ
い
て
は
グ

ラ
ン
ト
ワ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
３

月
24
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

企
画
展
「
和
歌
と
美
術　
歌
の
た
の

し
み
、
絵
の
よ
ろ
こ
び
」

　

石
見
が
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り
の
地

で
あ
る
こ
と
に
ち
な
み
、
鎌
倉
時
代

か
ら
現
代
に
か
け
て
の
和
歌
に
関
連

す
る
絵
画
・
浮
世
絵
・
カ
ル
タ
な
ど

約
70
点
を
紹
介
し
ま
す
。
日
本
人
が

古
来
よ
り
和
歌
を
楽
し
み
、
歌
の
心

を
絵
に
託
し
て
き
た
歴
史
を
、
美
し

く
愛
ら
し
い
美
術
品
の
数
々
に
よ
り

振
り
返
る
展
覧
会
で
す
。

日　
４
月
20
日
㈯
～
６
月
３
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ
・
Ａ

料
　

一
般
１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

　

大
学
生　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

※　

神
々
の
国
し
ま
ね
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
、
高
校
生
以
下
は
入
場

無
料
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
の
売

買
・
名
義
変
更
登
記
・
お
金
の
貸
し

借
り
・
借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
悪
質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

　

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）
を
開
催

し
ま
す
。

日　
３
月
15
日
㈮

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

※　

弁
護
士
１
人
が
担
当
し
ま
す
。

料　
原
則
無
料
（
３
回
目
以
降
の
継

続
相
談
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す
。）

相
談
時
間　
40
分
以
内

予
約
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
４
５
１
４
）

益
田
会
場

日　
３
月
21
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

　

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

　

介
護
生
活
に
疲
れ
て
い
る
・
行
き

詰
っ
て
い
る
・
悩
み
を
抱
え
て
い
る
・

介
護
が
つ
ら
い
・
話
を
聞
い
て
ほ
し

い
な
ど
、
介
護
者
自
身
の
心
の
疲
れ

を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
開
催

し
ま
す
。
相
談
は
予
約
制
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

日　
３
月
16
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
３
階
講
師
控
室

相
談
員　
加
納
美
代
子
さ
ん
（
精
神

保
健
福
祉
士･

保
健
師
）

定　
先
着
３
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
３
月
15
日
㈮

申
・
問　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

浜
田
地
区
世
話
人　

齋
藤
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
５
２
６
１
‐
９
７

４
７
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る

介
護
者
の
悩
み
個
別
相
談
会
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,994 20,351 22,769 43,120
金 城 1,930 2,237 2,416 4,653

旭 1,436 1,530 1,655 3,185
弥 栄 704 701 773 1,474
三 隅 2,881 3,100 3,477 6,577
合 計 26,945 27,919 31,090 59,009

人　口（１月末現在）

（単位：人）

　弥栄町門田集落の浄本寺近くの農道から約300m入った山の中に、ひときわ目
を引く大樹「門田の大かつら」があります。春の芽吹き時期には、しょうゆの香
りがするところから、別名「醤油の木」ともいわれています。樹高は26mで、三
つの大株から生える50数本の幹で形成されています。根回り27.5mは島根県最大
とされ、所狭しと根を張り、節くれだった走り根からは、樹齢600年以上ともい
われる悠久の年月と、力強い生命力が感じられます。
　また、この地に残る逸話によると、大かつらには、神の使いである白い耳の蛇
がすんでいたとされ、祠

ほこら

があったと伝わっています。
　季節ごとに様々な顔を見せる、この大かつらは、３月下旬から４月上旬にはピ
ンク色の花を咲かせます。葉は小さく、かわいらしいハートの形をしており、花
の終わった新緑の頃も見応えがあります。
　地元の門田集落では、大かつらが生きてきた環境を大切に守っています。
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門
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